




３
．各
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、「
各
学
校
に
お
い
て
、

生
徒
や
学
校
、
地
域
の
実
態
を
適
切
に
把
握
し
、
教
育
の
目
的

や
目
標
の
実
現
に
必
要
な
教
育
の
内
容
等
を
教
科
等
横
断
的
な

視
点
で
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
、
教
育
課
程
の
実
施
状
況
を
評

価
し
て
そ
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
、
教
育
課
程
の
実
施
に

必
要
な
人
的
ま
た
は
物
的
な
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
そ
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
教
育
課
程
に
基
づ

き
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
各
学
校
の
教
育
活
動
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
」
で
あ
る
。

４
．
教
育
内
容
の
主
な
改
善
事
項

・
言
語
能
力
の
確
実
な
育
成 

（
例
）
学
習
の
基
盤
と
し
て
の
各
教
科
等
に
お
け
る
言
語

活
動
（
実
験
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
な
ど
）
の
充
実

・
理
数
教
育
の
充
実

（
例
）
日
常
生
活
等
か
ら
問
題
を
見
出
だ
す
活
動
や
見
通

し
を
も
っ
た
観
察
・
実
験
な
ど
の
充
実
に
よ
り
学

習
の
質
を
向
上

・
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実

（
例
）
古
典
な
ど
我
が
国
の
言
語
文
化
、
我
が
国
や
郷
土

の
音
楽
・
和
楽
器
、
武
道
な
ど
の
指
導
の
充
実

・
道
徳
教
育
の
充
実

（
例
）
道
徳
的
価
値
を
自
分
事
と
し
て
理
解
し
、多
面
的
・

多
角
的
に
深
く
考
え
た
り
、
議
論
し
た
り
す
る
道

徳
教
育
の
充
実

・
体
験
活
動
の
充
実

（
例
）
生
命
の
有
限
性
や
自
然
の
大
切
さ
、
挑
戦
や
他
者

と
の
協
働
の
重
要
性
を
実
感
す
る
た
め
の
体
験
活

動
の
充
実

・
外
国
語
教
育
の
充
実

（
例
）
小
中
高
一
貫
し
た
学
び
を
重
視
し
、外
国
語
能
力
の

向
上
を
図
る
目
標
の
設
定
／
国
語
教
育
と
の
連
携

５
．
そ
の
他
の
重
要
事
項

・
初
等
中
等
教
育
の
一
貫
し
た
学
び
の
充
実

（
例
）
学
校
段
階
間
の
円
滑
な
接
続
や
教
科
横
断
的
な
学

習
の
重
視

・
主
権
者
教
育
、消
費
者
教
育
、防
災
・
安
全
教
育
な
ど
の
充
実

・
情
報
活
用
能
力
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
含
む
）

（
例
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実

・
部
活
動

（
例
）
教
育
課
程
と
の
関
連
に
留
意
／
社
会
教
育
関
係
団
体

等
と
の
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構
築

・
子
供
た
ち
の
発
達
の
支
援
（
障
害
に
応
じ
た
指
導
、
日

本
語
の
能
力
等
に
応
じ
た
指
導
、
不
登
校
等
）

教
育
の
編
成
に
対
す
る
学
校
の
基
本
方
針
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
確
に
す
る

・
編
成
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
明
確
に
し
、
作
業
内
容

や
作
業
手
順
の
大
綱
を
決
め
、
作
業
計
画
の
全
体
に
つ
い
て

全
教
職
員
で
共
通
理
解
を
も
つ
。

教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

組
織
と
日
程
を
決
め
る

・
編
成
・
実
施
の
た
め
の
組
織
及
び
各
種
会
議
を
学
校
の
組
織

全
体
の
中
に
位
置
づ
け
、
役
割
や
分
担
を
具
体
的
に
決
め
る
。

・
各
作
業
の
具
体
的
な
日
程
を
決
め
る
。

教
育
課
程
の
編
成
の
た
め
事
前
の
研
究
や
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
す
る

・
国
の
基
準
や
教
育
委
員
会
の
規
則
な
ど
を
研
究
し
理
解
す
る
。

・
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
向
に
留
意
し
な
が
ら
、
生
徒
の
心

身
の
発
達
の
段
階
や
特
性
、
学
校
及
び
地
域
の
実
態
を
把
握

す
る
。

教
育
課
程
の
編
成
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

・
学
校
や
生
徒
が
直
面
し
て
い
る
教
育
課
題
を
明
確
に
し
、
教

育
目
標
な
ど
教
育
課
程
の
編
成
の
基
本
と
な
る
事
項
を
設
定

す
る
。

教
育
課
程
を
編
成
す
る

・
学
校
の
教
育
目
標
の
有
効
な
達
成
を
図
る
た
め
、
重
点
を
置

く
べ
き
指
導
内
容
を
明
確
に
し
、
選
択
す
る
。

・
各
教
科
間
の
指
導
内
容
相
互
の
関
連
を
図
る
。（
合
科
的
・
関

連
的
な
指
導
）

・
発
展
的
、
系
統
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
内
容
を
配

列
し
組
織
す
る
。

・
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
、
授
業
時
数
を
定
め
る
。

教
育
課
程
を
評
価
し
改
善
す
る

・
実
施
中
の
教
育
課
程
を
検
討
し
、
評
価
し
て
、
改
善
点
を
明

確
に
し
、
改
善
を
図
る
。

「カリキュラム・マネジメント」の三つの側面

❶各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校教育目
標を踏まえた教科等横断的な視点で，その目標の達成
に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。

❷教育内容の質の向上に向けて，子供たちの姿や地域の
現状等に関する調査や各種データ等に基づき，教育
課程を編成し，実施し，評価して改善を図る一連の
PDCAサイクルを確立すること。

❸教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，
地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組
み合わせること。

すべての教職員がそれぞれの立場で
実践していくべきもの

●
教
科
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
て
育
成
す
る
資
質・能
力

①
各
教
科
等
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
で
は
あ

る
が
、
他
の
教
科
等
に
お
け
る
指
導
と
関
連
付
け

ら
れ
る
も
の
。

②
言
語
能
力
や
情
報
活
用
能
力
、
問
題
発
見
・
解
決

能
力
な
ど
、
す
べ
て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
も
の
。

③
主
権
者
教
育
、
食
育
、
防
災
な
ど
現
代
的
な
諸
課

題
に
対
応
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
。

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
順
の
一
例

@Sing 3

※1 単位時間の授業の中で「主体的・対話的で深い学び」をすべて実現
　　しなければならないわけではない。

学習指導要領改訂の方向性 　(育成を目指す資質・能力の三つの柱／カリキュラム・
　　マネジメント／主体的・対話的で深い学び )

育成を目指す資質・
能力の三つの柱 学びに向かう力，

人間性等

どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

知識及び技能

何を理解しているか
何ができるか

思考力，判断力，
表現力等

理解していること・
できることをどう使うか

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

新しい時代に必要となる資質 ･能力の育成と，学習評価の充実
学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力，人間性等の涵養

生きて働く
知識及び技能の習得

未知の状況にも対応できる
思考力，判断力，表現力等の育成

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し，
社会と連携･協働しながら，未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における ｢カリキュラム ･マネジメント｣ の実現

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

小学校の外国語教育の教科化，高校の新科目「公共」の新設など
各教科等で育む資質･能力を明確化し，目標や内容を構造的に示す

主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）
の視点からの学習過程の改善

生きて働く知識及び技能の習得
など，新しい時代に求められる
資質･能力を育成
知識の量を削減せず，質の高い理解
を図るための学習過程の質的改善

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

・
学
び
に
向
か
う
力
、
自
己
の
感
情
や
行
動
を
統
制
す
る
能

力
な
ど
の
、「
メ
タ
認
知
」
に
関
す
る
も
の
。

・
協
働
す
る
力
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
態
度
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
感
性
、
優
し
さ
や

思
い
や
り
な
ど
の
「
人
間
性
等
」。

２
．「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た

　
　
授
業
改
善
の
推
進

●
授
業
改
善
を
進
め
る
上
で
の
鍵

・
単
元
や
題
材
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
場
面
で
設
定
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
。

・
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
見
方
・
考
え
方
を
軸
と
す
る

こ
と
。

・
各
教
科
で
言
語
活
動
・
読
書
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
視
聴
覚
教
材
、
学
校
図
書
館
、
地
域
の

公
共
施
設
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
。

・
見
通
し
を
立
て
た
り
、
振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
。

・
家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
し
、体
験
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
平
成
33
年
に
完
全
実
施
さ
れ
る
次
の
学
習
指
導
要
領
。
今
回

の
改
訂
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る

資
質
・
能
力
の
育
成
」「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」「
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
号
で
は
、

学
習
指
導
要
領
解
説
の
内
容
も
踏
ま
え
、
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を

キ
ー
ワ
ー
ド
ご
と
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
明
確
化

①
生
き
て
働
く
知
識
及
び
技
能

　
各
教
科
等
に
お
い
て
習
得
す
る
知
識
や
技
能
。個
別
の
事

実
的
な
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
関
連
付

け
ら
れ
、
さ
ら
に
社
会
の
中
で
生
き
て
働
く
知
識
を
含
む
。

②
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
考
力
、
判
断
力
、表
現
力
等

　「
知
識
及
び
技
能
」
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
必
要
な
力
。
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
て

育
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

③
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
を

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
働
か
せ
て
い
く
か
を
決
定
付
け
る

重
要
な
要
素
。

学
習
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

・
生
徒
の
良
い
点
や
進
歩
の
状
況
を
積
極
的
に
評
価
し
ま
し
ょ
う
。

・
単
元
や
題
材
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
な
が
ら
、

評
価
の
場
面
や
方
法
を
工
夫
し
、
学
習
の
成
果
だ
け
で
な
く
過
程

も
重
視
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
評
価
を
授
業
改
善
に
生
か
し
、
学
年
や
学
校
を
超
え
て
接
続
す
る

こ
と
で
そ
の
後
の
指
導
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

「主体的・対話的で深い学び」とは
【主体的な学び】
学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方
向性と関連付けながら，見通しを持って粘り強く取り組
み，自己の学習活動を振り返って次につなげる学び。
【対話的な学び】
子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考
え方を手掛かりに考えること等を通じ，自己の考えを広
げ深める学び。
【深い学び】
習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の
特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら，知識を
相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して
考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，
思いや考えを基に創造したりすることに向かう学び。
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2-5

国語
A

↑2-1～2-5は2年生のホームルーム

国語
B

国語
C

国語科
学びのひろば

2-4 2-3 2-2 2-1

▲赤塚第二中学校の
　校舎見取り図の一部

↑A～Cは国語科の授業教室

社会科▶
学びのひろば 　

　
赤
二
中
は
、
か
つ
て
は
、
生
徒
指
導
が
最
優
先
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
先
生
方
の
懸
命
の
努
力
に
よ
り
、

平
成
22
年
度
ご
ろ
か
ら
、
授
業
改
善
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
に
、
板
橋
区
か
ら
、
校
舎
を
改

築
し
「
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
」
に
す
る
よ
う
、
計
画
が
持
ち
上

が
っ
た
。
導
入
前
の
学
校
内
で
は
、「
せ
っ
か
く
落
ち
着
い
た
の

に
、
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
、
ま
た
荒
れ
て
し
ま
う
の
で
は
」

と
い
う
不
安
の
声
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
導
入
５
年
目

の
現
在
は
、
生
徒
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
自

分
か
ら
勉
強
し
に
行
く
の
で
や
る
気
が
出
る
」
な
ど
肯
定
的
な

反
応
が
多
く
、
生
徒
の
「
主
体
的
な
学
び
」
が
促
進
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
赤
二
中
の
校
舎
に
は
、
各
教
科
の
「
教
科
の
エ
リ
ア
」
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
教
科
専
用
の
授
業
教
室(

理
科
の
場
合

は
実
験
室)

と
「
学
び
の
ひ
ろ
ば
」
が
あ
る
。「
学
び
の
ひ
ろ
ば
」

は
、
教
科
独
自
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
、
教
科
に
関
連
し
た
図

書
や
資
料
、
掲
示
物
な
ど
が
あ
り
、
生
徒
は
常
時
自
由
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
。
赤
二
中
は
、
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
で
あ
る
が
、

各
階
に
学
年
ご
と
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
設
置
す
る
形
が
と
ら
れ

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
、
授
業
教
室
の
３
分
の
２
ほ
ど
の

広
さ
で
、
生
徒
用
の
ロ
ッ
カ
ー
、
二
人
で
１
つ
の
長
机
、
生
徒

数
分
の
丸
椅
子
が
あ
る
。
生
徒
が
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
戻
る
の
は
、

朝
学
習
・
給
食
・
終
学
活
時
の
み
で
あ
る
。

４
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

　
赤
二
中
の
も
う
一
つ
の
特
色
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
環
境
の
充
実

が
あ
る
。教
科
の
授
業
教
室
に
は
、黒
板
＋
可
動
式
電
子
黒
板(

ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド)

＋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
あ
り
、
教
職
員
の
教

務
用
パ
ソ
コ
ン
と
は
別
に
、
各
教
室
専
用
の
教
師
用
パ
ソ
コ
ン

１
台
と
、
実
物
投
影
機
、
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

生
徒
が
使
え
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
（W

indow
s

）
は
も
と
も
と
40
台

あ
り
、
そ
れ
に
加
え
、
Ｐ
Ｃ
教
室
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
と
し
て
も
使
え
る
機
種
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
同
時
に
80
台

使
え
る
状
態
に
あ
る
。

　
教
師
用
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
例
と
し
て
は
、
授
業
の
内
容
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ
に
ま
と
め
て
投
影
し
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
デ
ー
タ
を
軸
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
画
像
や
動
画

（Y
ouTube

等
も
含
む
）
を
適
宜
示
す
な
ど
が
あ
る
。
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
授
業
の
構
成
を
組
み
立
て
つ
つ
、
生
徒
の
反
応
次

第
で
、
書
画
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
り
、
生
徒
の
ノ
ー
ト
や
資
料

集
を
見
せ
た
り
も
す
る
。
生
徒
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
例
と

し
て
は
、
実
技
教
科
で
は
、
生
徒
同
士
で
動
作
を
撮
影
し
て
、

模
範
演
技
の
動
作
と
重
ね
合
わ
せ
る
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
５

教
科
の
場
合
は
、「
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト（
協
働
交
流
学
習
用
ソ
フ
ト
）」

を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
の
意
見
の
共
有
化
を
図
っ
た
り
、
よ
い

と
思
う
も
の
に
投
票
さ
せ
た
り
、
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
班
別
検

討
の
結
果
を
共
有
す
る
小
型
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
代
わ
り
と
し

て
「
ス
カ
イ
メ
ニ
ュ
ー
ク
ラ
ス
」
と
い
う
ソ
フ
ト
も
使
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
、発
表・

掲
示
用
の
「
ま
と
め
」
デ
ー
タ
を
作
ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

５
．
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
と
複
数
教
科
の
連
携
に
向
け
て

　
赤
二
中
で
は
、
毎
年
、
生
徒
用
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
と
し
て
、

「A
ka2
 S
chool Life

」
と
い
う
冊
子
を
配
付
し
て
い
る
。
そ

れ
に
は
、
教
科
ご
と
に
、「
な
ぜ
こ
の
教
科
を
学
ぶ
の
か
」「
学

習
の
目
標
」「
学
習
の
評
価
（
観
点
の
説
明
）」「
学
習
の
進
め
方
」

「
年
間
学
習
計
画
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
生
徒
に
、

見
通
し
を
持
っ
て
主
体
的
に
学
び
に
向
か
わ
せ
る
た
め
の
ツ
ー

ル
で
は
あ
る
が
、
指
導
す
る
教
師
に
と
っ
て
も
、
ど
の
学
年
の

ど
の
時
期
に
、
他
教
科
で
は
ど
ん
な
学
習
を
し
て
い
る
の
か
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
複
数
教
科
で
関
連
す
る
学
習
内
容

の
履
修
時
期
を
そ
ろ
え
ら
れ
な
く
て
も
、
例
え
ば
、
国
語
の
プ

レ
ゼ
ン
の
学
習
が
５
月
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
語
で
学
習

し
た
手
法
を
、７
月
の
社
会
の
「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
目
的
と
し
た
授
業
で
使
わ
せ
る
な
ど
、
関
連
付
け
は
で
き
る
。

ま
た
、
理
科
や
社
会
な
ど
の
内
容
教
科
で
は
、「
気
候
の
違
い
に

つ
い
て
は
前
に
社
会
で
学
習
し
た
ね
」
な
ど
と
触
れ
る
こ
と
も

で
き
る
。

６
．「
赤
二
型
学
力
」
の
育
成
に
向
け
て

　
赤
二
中
の
平
成
29
年
度
の
研
究
主
題
は
、「
生
徒
の
主
体
的
な

学
び
を
重
視
し
た
授
業
の
工
夫
・
改
善
〜
『
赤
二
型
学
力
』
の

育
成
に
向
け
て
」
で
あ
る
。
こ
の
主
題
を
軸
に
、「
協
働
」「
探
究
」

「
主
体
的
な
学
び
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
赤
二
中
の
生
徒
が

身
に
付
け
る
べ
き
学
力
「
赤
二
型
学
力
」
と
は
何
か
を
追
究
し

な
が
ら
、「
授
業
改
善
」
に
向
け
た
研
究
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
赤
二
型
学
力
」
に
つ
い
て
、「
学
び
を
活
用
す
る
力
」「
他
者
と

協
働
し
て
課
題
を
探
究
す
る
力
」「
社
会
参
画
力
」「
主
体
性
や

社
会
性
」「
集
団
美
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
小
グ
ル
ー
プ
で

の
検
討
の
場
に
て
出
さ
れ
て
お
り
、
教
職
員
同
士
の
協
働
で
生

み
出
さ
れ
る
内
容
が
、
自
然
と
次
期
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ

て
い
る
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
の
こ
と
。
引
き
続
き
、「
赤
二
型
学
力
」
の
育
成
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
を
生
徒
に
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
、

赤
塚
第
二
中
学
校
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
は
続
く
。

 
 (

取
材
協
力 

赤
塚
第
二
中
学
校
研
究
主
任 

中
野 

英
水 

先
生)
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概　要
・
所
在
地
：
東
京
都
板
橋
区
成
増
３-

1
8-

１

・
学
校
長
：
宮
澤 

一
則 

先
生

・
学
級
数
：
14
　生
徒
数
：
５
１
３
名(

平
成
29
年
度)

▲社会科の授業教室での協働学習

れ
る
。
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
養
護
教
諭
や
栄
養
士
な
ど
も
小

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、
月
に
一
度
の
合
同
研
究
会
に
は
、
事
務

職
員
も
参
加
す
る
。
文
字
通
り
、
学
校
に
所
属
す
る
全
教
職
員

が
一
体
と
し
て「
つ
な
が
る
」こ
と
で
、研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、福
井
大
学
教
職
大
学
院
と
の「
つ
な
が
り
」が
挙

げ
ら
れ
る
。
福
井
大
学
教
職
大
学
院
か
ら
指
導
を
受
け
る
だ

け
で
な
く
、一
部
の
教
員
が
毎
週
末
に
福
井
に
通
っ
て
修
士
課

程
で
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
き
た
。
福
井
大
学

教
職
大
学
院
を
中
心
に
、
修
士
課
程
で
学
ぶ
他
校
の
教
員
や
、

他
の
拠
点
校
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
実
践
の
吟
味
や
省
察
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
板
橋
区
教
育
委
員
会
主
導
の
も
と
、
近
隣
の
小

学
校
三
校
と
「
賢
く
な
り
ま
す
学
び
の
エ
リ
ア
」
と
い
う
地

域
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
小
中
連
携
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

３
．
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
の
導
入

　
赤
二
中
の
持
つ
特
色
の
一
つ
に
「
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
（
平

成
25
年
度
〜
）」
が
あ
る
。
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
と
は
、
生
徒
が

い
る
「
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
」
に
、
授
業
ご
と
に
先
生
が
や
っ
て
く

る
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
教
科
の
教
室
に
移
動
し
て
授
業
を
受

け
る
校
舎
の
形
式
で
、
自
分
の
意
思
で
学
習
に
向
か
う
力
を
養

う
こ
と
な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
東
京
都
板
橋
区
立
赤
塚
第
二
中
学
校
（
以
下
「
赤
二
中
」）
で

は
、「
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
」
の
校
舎
、
板
橋
区
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
証
実

験
校
と
し
て
整
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
な
ど
の
特
色
を
い
か
し

て
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
あ
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
や
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
視
野
に
、

授
業
改
善
に
向
け
た
研
究
実
践
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
新
学
習

指
導
要
領
に
向
け
た
実
践
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
赤
二
中
の
特
色

や
研
究
組
織
・
研
究
内
容
を
紹
介
す
る
。

１
．
赤
塚
第
二
中
学
校
の
概
要
と
研
究
の
あ
ゆ
み

平
成
23
年
〜
25
年
度
　
　
板
橋
区
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
力
向
上
特
別
研
究
校

平
成
25
年
度
〜
　 

　
　
　新
校
舎
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
に

平
成
26
年
度
〜
30
年
度
　
板
橋
区
指
導
力
向
上
推
進
校

平
成
26
年
度
〜
30
年
度
　
板
橋
区
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
証
実
験
校

平
成
29
年
１
月
　
　
　
　 

学
校
情
報
化
優
良
校
に
認
定
②
赤
２
．

2
．
赤
二
中
の
研
究
組
織
の
特
色

 

校
内
研
究
は
、
複
数
の
「
つ
な
が
り
」
を
重
視
し
た
組
織
・
体

制
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
校
内
の
「
同
僚
と
つ
な
が
る
」
こ
と
を
重
視

し
た
協
働
研
究
組
織
が
挙
げ
ら
れ
る
。校
長・副
校
長
を
含
む「
研

究
推
進
委
員
会
」
が
大
ま
か
な
研
究
の
方
向
性
を
探
究
し
、「
研

究
推
進
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
含
ん
だ
複
数
の
「
授
業
研
究

グ
ル
ー
プ
」（
以
下
「
小
グ
ル
ー
プ
」）
が
、
小
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
自
分
た
ち
で
課
題
を
見
つ
け
て
研
究
を
進
め
る
。
小
グ
ル
ー

プ
は
、
異
学
年
・
異
教
科
・
異
職
層
を
組
み
合
わ
せ
て
編
成
さ
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　「
学
び
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
は
、「
学
び
の
ル
ー
ル
」「
学

び
の
進
め
方
」「
学
び
の
か
た
ち
」
の
三
つ
か
ら
な
る
。

４
．
東
山
泉
小
中
の
研
究
体
制
に
お
け
る
工
夫

　
小
中
協
働
で
の
研
究
を
、
い
か
に
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

か
は
、
東
山
泉
小
中
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
開

校
以
来
３
年
間
研
究
を
進
め
た
こ
と
で
、
研
究
の
進
め
方
一

つ
と
っ
て
も
、
小
学
校
と
中
学
校
で
は
根
本
的
に
違
う
な
ど
、

課
題
が
具
体
的
に
見
出
だ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
般
的
に
、
小
学
校
の
場
合
、
学
級
担
任
制
・
全
教
科
指

導
で
あ
る
た
め
、
研
究
の
深
ま
り
を
考
慮
し
、
教
科
を
絞
っ

て
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
、
中
学
校
の

場
合
は
、
教
科
を
絞
る
と
、
研
究
に
参
加
し
づ
ら
い
教
職
員

が
出
て
し
ま
う
た
め
、
教
科
・
領
域
を
横
断
す
る
テ
ー
マ

を
設
け
、
そ
れ
に
そ
っ
て
教
科
ご
と
に
研
究
を
進
め
る
学
校

が
少
な
く
な
い
。
東
山
泉
小
中
の
場
合
、
最
初
の
３
年
間
は
、

小
中
と
も
に
「
論
理
的
思
考
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
を
主
題
と
し
、
１
st
は
、
国
語
・
算
数
・
外
国
語
を

中
心
に
、
２
nd
は
全
教
科
・
領
域
で
研
究
を
進
め
た
。
小
学

校
の
教
員
に
は
、
国
語
・
算
数
・
外
国
語
以
外
に
も
教
科
を

割
り
振
り
、
小
中
協
働
で
教
科
ご
と
の
合
同
研
修
会
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
相
互
に
気
付
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、
議
論
の

深
ま
り
や
授
業
改
善
に
は
活
か
し
き
れ
な
か
っ
た
。
性
急
に

「
教
科
」
の
系
統
性
を
小
中
連
携
の
軸
と
す
る
と
、
皮
肉
に

も
小
中
の
違
い
が
表
面
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
う
ま
く
協
働

で
き
な
い
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

　
ま
た
、
１
st
の
ほ
う
で
は
、
研
究
１
・
２
年
目
は
、
学
年

内
で
担
任
を
「
国
語
」「
算
数
」「
外
国
語
」
の
三
つ
の
部
会

に
分
け
て
い
た
。
年
度
末
の
反
省
で
は
、
国
語
部
会
に
属
す

る
先
生
と
算
数
部
会
に
属
す
る
先
生
の
間
で
、
同
じ
学
年
で

も
学
び
に
差
が
生
じ
る
可
能
性
を
危
惧
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

そ
こ
で
、
３
年
目
は
、「
１
年
生
」「
２
年
生
」
…
…
の
学
年

を
研
究
の
母
体
と
し
、
ま
ず
は
国
語
、
次
は
算
数
、
次
は

外
国
語
の
よ
う
に
、
３
教
科
を
順
に
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
１
st
で
は
、「
学
年
」
を
研
究
の
単
位
に
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
、
１
・
２
年
目
は
、
6
年
生
の
担
任
は
１
st
・
２
nd

双
方
の
部
会
に
属
し
て
い
た
が
、
２
年
間
で
人
事
交
流
が
進

ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
３
年
目
か
ら
は
２
nd
の
部
会
に
属
す
る

も
の
と
し
、
６
年
生
の
担
任
の
過
重
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ

た
。

　
３
年
目
の
体
制
見
直
し
に
よ
り
、
１
st
内
で
の
課
題
は
あ

る
程
度
解
決
し
た
が
、
小
中
協
働
に
つ
い
て
の
課
題
は
残
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
４
年
目
と
な
る
29
年
度
は
、
ど
の
学
年
・

教
科
・
領
域
で
も
共
通
の
課
題
に
な
り
う
る
「
学
習
過
程
」「
評

価
」「
情
報
活
用
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
の
部
会
を
１
st
・

２
nd
そ
れ
ぞ
れ
で
編
成
し
、
１
st
・
２
nd
合
同
研
修
会
な
ど

に
よ
っ
て
、
各
部
会
の
考
え
を
共
有
す
る
よ
う
に
し
た
。
教

科
・
領
域
を
問
わ
な
い
授
業
作
り
の
視
点
を
テ
ー
マ
に
据
え

る
こ
と
で
、
小
中
の
教
職
員
が
教
科
の
専
門
性
に
と
ら
わ
れ

ず
に
研
究
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
、
小
中
の

協
働
性
が
高
ま
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
３
年
目
ま
で
は
、
１
st
・
２
nd
１
名
ず
つ
の
研

究
主
任
や
両
学
舎
の
統
括
担
当
ら
を
中
心
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

式
で
研
究
を
進
め
て
い
た
が
、4
年
目
か
ら
は
、１
st
・
２
nd

そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
部
会
の
リ
ー
ダ
ー
計
６
名
が
主
体
的
に
研

究
を
進
め
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
式
に
変
え
る
こ
と
で
、
研
究
体
制

の
活
性
化
や
協
働
性
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
１
st
の
ほ
う
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
編
成
す
る
う
え

で
、「
１
年
生
」
は
「
学
習
過
程
」
部
会
、「
２
年
生
」
は
「
評

価
」
部
会
の
よ
う
に
、
学
年
ご
と
に
部
会
を
割
り
振
り
、
研

究
対
象
と
す
る
教
科
・
領
域
は
、
学
年
ご
と
に
自
由
に
決
め

る
よ
う
に
し
た
。
自
由
に
研
究
対
象
を
決
め
る
形
に
し
た
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
研
究
対
象
で
な
か
っ
た
教
科
・
領
域
で
も

小
中
の
連
携
・
協
働
が
深
ま
っ
た
。

　
９
年
間
の
タ
テ
の
系
統
性
と
、
教
科
間
の
横
の
つ
な
が
り

を
ど
う
深
め
て
い
く
か
は
継
続
的
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
課

題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
東
山
泉
小
中
で
は
、
根
気
よ
く
人

の
交
流
を
続
け
、
小
と
中
、
学
年
、
教
科
・
領
域
の
垣
根
を

越
え
た
協
働
の
文
化
を
醸
成
さ
せ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、「
学
習
過
程
」「
評
価
」「
情
報
活
用
」
の
三

つ
の
視
点
か
ら
、
９
年
間
を
見
通
す
「
学
び
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
を
活
か
し
な
が
ら
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

と
は
ど
の
よ
う
な
「
学
び
」
な
の
か
を
研
究
主
題
に
据
え
、

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
「
資
質
・
能
力
」
の
育
成
に
向
け
た

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
取
材
協
力 

東
山
泉
小
中
学
校 

研
究
主
任 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本 

裕
之 

先
生
）

学びのスタンダード
学びのかたち 学びの進め方 学びのルール

自
分
の
考
え
を
構
築
す
る
「
ひ
と
り
学
び
」
の
時

間
を
重
視
し
な
が
ら
、
考
え
を
深
化
さ
せ
る
た
め

の
話
し
合
い
活
動
（「
ふ
た
り
学
び
」「
グ
ル
ー
プ

学
び
」「
全
体
学
び
」）
を
取
り
入
れ
た
学
習
形
態
。

話
し
合
い
活
動
は
、
授
業
の
ね
ら
い
や
発
達
段
階

に
応
じ
て
、
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し
て
取
り
入

れ
る
。

「
め
あ
て
」
と
「
ま
と
め
」「
振
り
返
り
」
が
対
応

し
た
授
業
の
た
め
の
授
業
進
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

　 

①
学
習
課
題
を
設
定
す
る

　 

②
学
習
計
画
を
立
て
る

　 

③
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集

　
　 

し
選
択
す
る

　 

④
考
え
を
構
築
し
、
記
述
す
る

　 

⑤
グ
ル
ー
プ
や
全
体
で
交
流
す
る

　 

⑥
学
習
を
振
り
返
る

あ
い
さ
つ
や
返
事
、「
さ
ん
」
づ
け
で
呼
び
合
う
、

敬
体
で
話
す
な
ど
、
共
に
学
ぶ
相
手
に
丁
寧
に
接

す
る
た
め
の
規
律
。

@Sing 7

概　要
・
所
在
地
…
…
…
西
学
舎
（
１
年
生
か
ら
５
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
東
山
区
大
和
大
路
通
七
条

　
　
　
　
　
　
　
下
る
５
丁
目
下
池
田
町
５
２
７

　
　
　
　
　
　
　
東
学
舎
（
６
年
生
か
ら
９
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
東
山
区
泉
涌
寺
山
内
町
５

・
学
校
長
…
…
…
今
津 

敏
一 

先
生

・
学
級
数
…
…
… 

29

・
児
童
生
徒
数
…
７
３
０
名
（
平
成
　
年
度
）

29

▲ 8 年生の授業のようす

２
nd
で
合
同
・
連
携
し
て
行
う
こ
と
で
、
児
童
生
徒
ら
に
自

ら
の
将
来
像
を
具
体
的
に
描
か
せ
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
東
山
泉
小
中
は
、
開
校
時
よ
り
、
京
都
市
か
ら
「
英
語
教

育
強
化
拠
点
校
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
中
学
校
英
語
科

教
員
免
許
を
持
つ
教
員
が
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
の
９
年

間
を
貫
く
外
国
語（
英
語
）教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
携
わ

る
な
ど
、
す
べ
て
の
学
年
で
中
学
校
英
語
科
教
員
免
許
を
持

つ
教
員
と
の
協
働
に
よ
り
英
語
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

3
．
９
年
間
を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定

　
東
山
泉
小
中
で
は
、
９
年
間
の
学
び
を
つ
な
ぐ
た
め
、
学

び
の
「
ル
ー
ル
」「
進
め
方
」「
学
習
形
態
」
を
ま
と
め
た
「
学

び
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
、
東
山
泉
版
シ
ラ
バ
ス
「
学
び
の

み
ち
し
る
べ
」
を
策
定
し
て
い
る
。

　
特
に
、「
学
び
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
学
び

の
型
が
標
準
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
指
導
教
員
や
学
年
・
学
舎

が
変
わ
っ
た
た
め
に
児
童
生
徒
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
戸
惑
い

を
減
ら
し
た
り
、
目
指
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け

た
授
業
の
学
習
過
程
を
練
り
上
げ
た
り
す
る
た
め
の
方
策
と

し
て
導
入
・
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　
京
都
市
立
東
山
泉
小
中
学
校
（
以
下
「
東
山
泉
小
中
」）
は
、

「
施
設
併
用
型
５
・
４
制
小
中
一
貫
教
育
校
」
と
し
て
平
成
26

年
度
に
開
校
し
、
今
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
た
。
小
中
一
貫

教
育
の
み
な
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
論
理
的

思
考
力
の
育
成
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
、
授
業
改
善
に
向
け
た
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
小
学
校
の
教
員
も
含
め
た
、
異
学
年
・
異
教
科
・

異
職
層
の
教
職
員
が
、
い
か
に
し
て
同
じ
目
標
に
向
け
て
協

働
し
て
い
く
か
を
中
心
に
、
東
山
泉
小
中
の
実
践
事
例
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、
小
中
連
携
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
と
し
た
い
。

１
．
東
山
泉
小
中
学
校
の
概
要
と
研
究
の
あ
ゆ
み

平
成
26
年
度
　
　
　
施
設
併
用
型
５・４
制
小
中
一
貫
教
育
校

　
　
　
　
　
　
　
　 

と
し
て
開
校

平
成
26
〜
29
年
度
　
京
都
市
英
語
教
育
強
化
拠
点
校

平
成
29
年
度
　
　
　 

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
た
実
践
研
究
校

2
．
一
貫
教
育
校
と
し
て
の
特
色

　
東
山
泉
小
中
は
、平
成
26
年
度
に
、
旧
一
橋
小
・
旧
月
輪
小
・

旧
今
熊
野
小
の
３
小
学
校
と
旧
月
輪
中
の
計
４
校
が
合
併

し
て
で
き
た
、
小
中
一
貫
教
育
校
で
あ
る
。
旧
一
橋
小
の
跡

地
を
使
っ
て
造
ら
れ
た
「
西
学
舎
（
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
、

以
下
『
１
st
』）」
と
、
旧
月
輪
中
を
全
面
改
修
し
た
「
東
学

舎
（
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
、
以
下
『
２
nd
』）」
の
二
つ
の
学

舎
を
使
う
「
施
設
併
用
型
」
と
し
て
開
校
し
た
。
二
つ
の
学

舎
は
、
坂
道
を
含
み
約
７
５
０
ｍ
離
れ
、
西
学
舎
に
は
１
年

生
か
ら
５
年
生
、
東
学
舎
に
は
６
年
生
か
ら
９
年
生
が
通
う

５
・
４
制
を
と
っ
て
い
る
。
６
年
生
は
東
学
舎
に
通
い
、
半

数
弱
の
授
業
を
教
科
担
任
が
指
導
し
、
中
学
校
式
の
定
期
考

査
を
実
施
す
る
な
ど
、
中
学
校
の
学
習
ス
タ
イ
ル
に
適
応
し

や
す
い
し
く
み
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
を
合
同
で
行
う
、
体
育
大

会
は
９
学
年
全
体
で
行
う
な
ど
、
学
校
行
事
や
活
動
を
１
st
・
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改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
と
学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

  

中
学
校
社
会
科
全
体 

・
教
科
・
各
分
野
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に

即
し
た
構
成
に
。
内
容
は
〔
知
識
及
び
技
能
〕、〔
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の
二
項
目
に
構
成
し
直
さ
れ
た
。

・
歴
史
が
５
時
間
増
の
１
３
５
時
間
に
、
地
理
が
５
時
間
減

の
１
１
５
時
間
に
。

・
防
災
教
育
や
国
土
教
育
な
ど
の
充
実
。

  

地
理
的
分
野

  

歴
史
的
分
野

  

公
民
的
分
野

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

中
学
校
社
会
科
の
移
行
措
置

  

平
成
30
年
度
〜
32
年
度

　全
学
年
・
全
分
野

●
地
理
・
歴
史
・
公
民
の
「
領
土
・
領
域
」
に
関
す
る
単
元

に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
学
習
す
る
。

　平
成
31
年
度

　第
1
学
年

　平
成
32
年
度

　第
1
学
年
・
第
2
学
年

●
地
理
で
５
時
間
減
・
歴
史
で
５
時
間
増
。

●
地
理
的
分
野
の
「
世
界
の
諸
地
域
」
の
学
習
時
に
、「
世

界
の
様
々
な
地
域
の
調
査
」
の
学
習
で
求
め
ら
れ
て
い

る
、「
適
切
な
主
題
を
設
け
た
追
究
」
等
の
学
習
を
加

味
し
、「
世
界
の
様
々
な
地
域
の
調
査
」
の
単
元
を
省

略
す
る
。

●
歴
史
的
分
野
の
う
ち
、
古
代
の
「
世
界
の
古
代
文
明
」、

中
世
の
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
変
化
」、
近
世
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
来
航
の
背
景
」、
近
代
の
「
市
民
革
命
」
の
単
元

に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
学
習
す
る
。

　
⑶
日
本
の
諸
地
域

　
　（
以
下
①
〜
⑤
は
考
察
の
仕
方
の
中
核
）

　
　
①
自
然
環
境
　
②
人
口
や
都
市
・
村
落

　
　
③
産
業
　
④
交
通
や
通
信
　
⑤
そ
の
他

　
⑷
地
域
の
在
り
方

　
A
歴
史
と
の
対
話

　
⑴
私
た
ち
と
歴
史

　
⑵
身
近
な
地
域
の
歴
史

B
近
世
ま
で
の
日
本
と
ア
ジ
ア

　
⑴
古
代
ま
で
の
日
本

　
　（
ア
）
世
界
の
古
代
文
明
や
宗
教
の
お
こ
り

　
　（
イ
）
日
本
列
島
に
お
け
る
国
家
形
成

　
　（
ウ
）
律
令
国
家
の
形
成

　
　（
エ
）
古
代
の
文
化
と
東
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り

　
⑵
中
世
の
日
本

　
　（
ア
）
武
家
政
治
の
成
立
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
交
流

　
　（
イ
）
武
家
政
治
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
の
動
き

　
　（
ウ
）
民
衆
の
成
長
と
新
た
な
文
化
の
形
成

　
⑶
近
世
の
日
本

　
　（
ア
）
世
界
の
動
き
と
統
一
事
業

　
　（
イ
）
江
戸
幕
府
の
成
立
と
対
外
関
係

　
　（
ウ
）
産
業
の
発
達
と
町
人
文
化

　
　（
エ
）
幕
府
の
政
治
の
展
開

C
近
現
代
の
日
本
と
世
界

　
⑴
近
代
の
日
本
と
世
界

　
　（
ア
）
欧
米
に
お
け
る
近
代
社
会
の
成
立
と

　
　
　
　  

ア
ジ
ア
諸
国
の
動
き

　
　（
イ
）
明
治
維
新
と
近
代
国
家
の
形
成

　
　（
ウ
）
議
会
政
治
の
始
ま
り
と
国
際
社
会
と
の
関
わ
り

　
　（
エ
）
近
代
産
業
の
発
展
と
近
代
文
化
の
形
成

　
　（
オ
）
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
国
際
情
勢
と

　
　
　
　 

大
衆
の
出
現

　
　（
カ
）
第
二
次
世
界
大
戦
と
人
類
へ
の
惨
禍

　
⑵ 

現
代
の
日
本
と
世
界

　
　（
ア
）
日
本
の
民
主
化
と
冷
戦
下
の
国
際
社
会

　
　（
イ
）
日
本
の
経
済
の
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
　
　
　 

す
る
世
界

　
A
私
た
ち
と
現
代
社
会

　
⑴
私
た
ち
が
生
き
る
現
代
社
会
と
文
化
の
特
色

　
⑵
現
代
社
会
を
捉
え
る
枠
組
み

B
私
た
ち
と
経
済

　
⑴
市
場
の
働
き
と
経
済

　
⑵
国
民
の
生
活
と
政
府
の
役
割

C
私
た
ち
と
政
治

　
⑴
人
間
の
尊
重
と
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
原
則

　
⑵
民
主
政
治
と
政
治
参
加

D
私
た
ち
と
国
際
社
会
の
諸
課
題

　
⑴
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大

　
⑵
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

A
世
界
と
日
本
の
地
域
構
成

　
⑴
地
域
構
成

　
　
①
世
界
の
地
域
構
成

　
　
②
日
本
の
地
域
構
成

B
世
界
の
様
々
な
地
域

　
⑴
世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

　
⑵
世
界
の
諸
地
域

　
　
①
ア
ジ
ア
　
　
　
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
③
ア
フ
リ
カ
　
　
④
北
ア
メ
リ
カ

　
　
⑤
南
ア
メ
リ
カ
　
⑥
オ
セ
ア
ニ
ア

C
日
本
の
様
々
な
地
域

　
⑴
地
域
調
査
の
手
法

　
⑵
日
本
の
地
域
的
特
色
と
地
域
区
分

　
　
①
自
然
環
境
　
②
人
口
　
③
資
源
・
エ
ネ
ル

　
　
ギ
ー
と
産
業
　
④
交
通
・
通
信

「日本の位置」
「領域」はここ

地形図等を
使った地域調査
はここ

「日本の地域区分」
はここ

地域の将来像な
どの課題追究・
課題解決活動

「ギリシャ・ローマの
文明」「古代の人々の
信仰やものの見方」
などを扱う

「領土，国家主権」
に関連付けて，

「領土」をめぐる
問題を取り上げる

「仕事と生活の調和」
の観点から

「労働保護立法」
に触れる

「情報化」について，
「人工知能」や
「防災情報の発信・
活用」を取り上げる

「アジアの交易や
ムスリム商人」
などを扱う

「モンゴル帝国の
拡大」などを扱う

「領土の画定」などを扱う。
「現代の政治との

つながり」に関連付ける

州ごとに
主題を設ける

考察の仕方の
中核の見直し
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改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

  

内
　
容 

〔
知
識
及
び
技
能
〕

●
語
彙
指
導
の
改
善
・
充
実

　
意
味
を
理
解
し
て
い
る
語
句
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
話

や
文
章
の
中
で
使
い
こ
な
せ
る
語
句
を
増
や
し
、
語
彙
の

質
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

●
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
の
新
設

　
こ
の
事
項
で
は
、
話
や
文
章
等
か
ら
情
報
を
取
り
出
し
て

整
理
し
た
り
、
関
係
を
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
を
扱
う
た

め
、
従
来
の
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読

む
こ
と
」
で
示
さ
れ
て
い
た
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。

●
読
書
の
意
義
に
関
す
る
事
項
が
新
設

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

●
学
習
の
過
程
の
明
確
化

　
上
記
の
表
の
よ
う
に
「
学
習
の
過
程
」
が
明
確
化
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
指
導
事
項
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
領
域
に

お
い
て
、「
考
え
の
形
成
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

●
根
拠
・
相
手
意
識
の
重
視

　
全
領
域
に
お
い
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
た
り
、
根
拠
を
も

と
に
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
聞
き
手
の
立
場
」「
読
み
手
の
立
場
」
な
ど
相
手
を
意
識

す
る
こ
と
や
、
多
様
な
考
え
方
を
受
け
入
れ
た
り
、
合
意

形
成
を
目
指
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

●
言
語
活
動
例

　
実
用
的
な
活
動
が
例
示
に
加
わ
っ
た
。（
電
子
メ
ー
ル
を

書
く
、
引
用
し
て
説
明
し
た
り
解
説
し
た
り
す
る
等
）

●
他
教
科
と
の
関
連

　
漢
字
の
習
得
や
読
書
の
指
導
な
ど
、
他
教
科
等
と
積
極
的

に
関
連
さ
せ
て
指
導
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

中
学
校
国
語
科
の
移
行
措
置

１
．
都
道
府
県
名
で
使
用
す
る
漢
字
の
う
ち
中
学
校
配
当
20

字
分
が
、
平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校
配
当
と
し
て
学
習

す
る
こ
と
に
な
る
の
に
伴
い
、
中
学
国
語
で
は
平
成
31

年
度
・
32
年
度
で
追
加
指
導
が
必
要
に
な
る
。

２
．「
共
通
語
と
方
言
」
の
内
容
が
、
平
成
33
年
度
か
ら
第

１
学
年
に
移
行
す
る
の
に
伴
い
、
平
成
32
年
度
の
第
１

学
年
に
つ
い
て
は
、
指
導
が
必
要
に
な
る
。

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

  

目
標
及
び
内
容
の
構
成 

・
教
科
・
学
年
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
「
知

識
及
び
技
能
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学
び

に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
に
沿
っ
て
示
さ
れ
た
。

・
こ
れ
ま
で
、
各
学
年
の
内
容
は
三
領
域
一
事
項
で
構
成
さ

れ
て
い
た
が
、〔
知
識
及
び
技
能
〕、〔
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
〕
の
二
項
目
に
構
成
し
直
さ
れ
た
。

〔思考力，判断力，表現力等〕 〔知識及び技能〕

A
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

話
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、
内
容
の
検
討
／
構
成
の

検
討
、考
え
の
形
成
（
話
す
こ
と
）
／
表
現
、共
有
（
話

す
こ
と
）
／
構
造
と
内
容
の
把
握
、
精
査
・
解
釈
、
考

え
の
形
成
、
共
有
（
聞
く
こ
と
）
／
話
し
合
い
の
進
め

方
の
検
討
、
考
え
の
形
成
、
共
有
（
話
し
合
う
こ
と
）

B
　
書
く
こ
と

題
材
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、
内
容
の
検
討
／
構
成

の
検
討
／
考
え
の
形
成
、
記
述
／
推
敲
／
共
有

C
　
読
む
こ
と

構
造
と
内
容
の
把
握
／
精
査
・
解
釈
／
考
え
の
形
成
、

共
有

（1）
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

　言
葉
の
働
き
／
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
／
漢
字
／

　語
彙
／
文
や
文
章
／
言
葉
遣
い
／
表
現
技
法

（2）
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

　情
報
と
情
報
と
の
関
係
／
情
報
の
整
理

（3）
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

　伝
統
的
な
言
語
文
化
／
言
葉
の
由
来
や
変
化
／

　書
写
／
読
書

各内容の構成

年
度 第1学年 第2学年

平
成
31
年
度

・未習になる都道府県名漢字
（現行版3年の教科書で扱わ
れているもの）を追加で指導

平
成
32
年
度

・未習になる都道府県名漢字
（現行版 2・3年の教科書で
扱われているもの）を追加で
指導

・「共通語と方言」を指導

・未習になる都道府県名漢字
（現行版3年の教科書で扱わ
れているもののうち，1年次
に追加指導しなかったもの）
を追加で指導
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改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

第1学年 第2学年 第3学年

第
一
分
野

エ
ネ
ル
ギ
ー

△「力のつり合い（3年から。「力
の働き」で学習。）」

△「電熱線の発熱（小6から。
「電気とそのエネルギー」
で包括して学習。）」

△「放射線の性質と利用（3
年から。一部を「真空放電」
と関連付けて学習。）」 

△「水圧・浮力（1年から。
「水中の物体に働く力」
で学習。）」

△「圧力・大気圧（2年へ）」
△「水圧・浮力（3年へ）」

△「力のつり合い
　（1年へ）」
△「放射線の性質と
　利用（一部，2年へ）」

粒
子 △「プラスチックの性質

　（3年へ）」

３
年
総
合

△「プラスチックの性質（1
年から。「様々な物質と
その利用」で学習。）」

第
二
分
野

生
命

●「生物の特徴と分類の仕方」を
新設。

△「動物の仲間（2年から。「植物
の体の共通点と相違点」の
後の「動物の体の共通点と
相違点」で学習。）」

※1年で，「分類の仕方」と「生
物の体の共通点と相違点」を
学習。

△「葉・茎・根のつくりと働
き（1年から。「生物と細胞」
の後で学習。）」

※ 2年で，「植物と動物の体
のつくりと働き」を学習。

△「進化（2年から。「遺伝
の規則性と遺伝子」の
後の「生物の種類の多
様性と進化」で学習。）」

△「葉・茎・根のつくりと働き （2
年へ）」

△「動物の仲間（1年へ）」
△「進化（3年へ）」

地
球

△「地球規模のプレートの動き（3
年から。「地震の伝わり方と地
球内部の働き」で学習。）」

△「自然の恵みと火山・地震災害
（3年から）」

△「圧力・大気圧（1年から。
　「気象要素」で学習。）」
△「自然の恵みと気象災害
　（3年から）」

３
年
総
合

△「自然の恵みと災害（各
学年へ）」

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

・
教
科
・
各
分
野
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
即

　し
た
構
成
に
。
ま
た
、
内
容
は
、〔
知
識
及
び
技
能
〕、〔
思
考
力
、

　判
断
力
、
表
現
力
等
〕の
二
項
目
に
構
成
し
直
さ
れ
た
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

①
第
一
分
野

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
物
理
）
領
域
で
は
、「
力
」
の
内
容
が
再
編

成
さ
れ
る
。
第
１
学
年
で
「
力
の
つ
り
合
い
」
を
、
第
３
学

年
で
「
水
圧
・
浮
力
」
を
学
習
す
る
（「
圧
力
・
大
気
圧
」
は

第
２
学
年
地
学
へ
）。「
放
射
線
の
性
質
と
利
用
」の
一
部
を「
真

空
放
電
」
と
関
連
付
け
て
第
２
学
年
で
学
習
す
る
。

　
粒
子
（
化
学
）
領
域
で
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
性
質
」
を

第
３
学
年
で
学
習
す
る
。

②
第
二
分
野

　
生
命
（
生
物
）
領
域
が
全
学
年
を
通
し
て
再
編
成
さ
れ
る
。

　
第
１
学
年
で
「
分
類
の
仕
方
」
と
「
生
物
の
体
の
共
通
点
と

相
違
点
」
を
、
第
２
学
年
で
「
植
物
と
動
物
の
体
の
つ
く
り

と
働
き
」
を
学
習
す
る
。「
進
化
」
に
つ
い
て
は
、
第
３
学
年

で
「
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子
」
の
後
で
学
習
す
る
。

　
地
球
（
地
学
）
領
域
で
は
、「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」
を
各

学
年
の
該
当
単
元
で
学
習
す
る
。「
圧
力
・
大
気
圧
」
を
第
２

学
年
の
「
気
象
要
素
」
で
学
習
す
る
。

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

中
学
校
理
科
の
移
行
措
置

平
成
31
年
度

※
第
１
学
年
に
お
い
て
移
行
措
置
を
行
う
。

（
第
１
学
年
の
指
導
内
容
）

「
力
の
つ
り
合
い
」「
自
然
の
恵
み
と
火
山
・
地
震
災
害
」

を
追
加
。「
水
圧
、
浮
力
」
を
削
除
。

平
成
32
年
度

※
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
に
お
い
て
移
行
措
置
を
行
う
。

（
第
１
学
年
の
指
導
内
容
）

平
成
31
年
度
の
追
加
内
容
に
加
え
、「
動
物
の
仲
間
」
を

追
加
し
、「
葉
・
茎
・
根
の
つ
く
り
と
働
き
」「
圧
力
・
大

気
圧
」
を
削
除
。

（
第
２
学
年
の
指
導
内
容
）

「
放
射
線
の
性
質
と
利
用
」「
自
然
の
恵
み
と
気
象
災
害
」

を
追
加
し
、「
進
化
」
を
削
除
。

内容の付加→●　学年間での移動→△ 各セルの上段：他学年からの移動または新設内容。
各セルの下段：他学年への移動内容。
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改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

・
教
科
・
各
学
年
の
目
標
が
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に

即
し
た
構
成
に
。
内
容
は
〔
知
識
及
び
技
能
〕、〔
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の
二
項
目
に
構
成
し
直
さ
れ
た
。

・
統
計
的
な
内
容
の
充
実
。

学
習
内
容
の
主
な
改
善
点

①
数
と
式

　
現
行
は
第
３
学
年
の
「
自
然
数
を
素
数
の
積
と
し
て
表
す

こ
と
」
が
第
１
学
年
に
移
動
。

②
図
形

　
第
２
学
年
の
「
用
語
」
に
「
反
例
」
が
追
加
。

③
関
数

　
追
加
・
学
年
移
動
の
内
容
は
な
し
。

④
デ
ー
タ
の
活
用
（
現
・
資
料
の
活
用
）

　
第
１
学
年
で
「
累
積
度
数
」、第
２
学
年
で
「
四
分
位
範
囲
」

「
箱
ひ
げ
図
」
が
追
加
。「
不
確
定
な
事
象
の
起
こ
り
や
す

さ
」（
統
計
的
な
確
率
）
が
第
２
学
年
か
ら
第
１
学
年
に

移
動
。「
誤
差
」「
近
似
値
」
な
ど
が
第
１
学
年
か
ら
第
３

学
年
に
移
動
。

第１学年 第2学年 第3学年

数と式

△素数（小5から）
△自然数を素数の積として表すこと
　（3年から）

△自然数を素数の積として表すこと
　（1年へ）

図形 ●反例

関数

データの
活用

●累積度数
△不確定な事象の起こりやすさ
　（統計的な確率）（2年から）

●四分位範囲，箱ひげ図 △誤差や近似値，a×10nの形の表現
　（1年から）

△平均値，最頻値，中央値，階級
　（小6へ）
△誤差や近似値，a×10nの形の表現　
　（3年へ）

△不確定な事象の起こりやすさ
　（統計的な確率）（1年へ）

内容の付加→●　学年間での移動→△　　各セルの上段：他学年からの移動または新設内容。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各セルの下段：他学年への移動内容。

中
学
校
数
学
科
の
移
行
措
置

平
成
31
年
度

※
第
１
学
年
に
お
い
て
移
行
措
置
を
行
う
。

（
第
１
学
年
の
指
導
内
容
）

　「
数
と
式
」
に
「
自
然
数
を
素
数
の
積
と
し
て
表
す
こ
と
」、

　「
資
料
の
活
用
」
に
「
累
積
度
数
」
を
追
加
し
、「
誤
差
や

　
近
似
値
」「a

×1
0

n

の
形
の
表
現
」
を
削
除
。

平
成
32
年
度

※
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
に
お
い
て
移
行
措
置
を
行
う
。

（
第
１
学
年
の
指
導
内
容
）

平
成
31
年
度
の
内
容
に
加
え
て
、「
資
料
の
活
用
」
に
「
不

確
定
な
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
（
統
計
的
な
確
率
）」
を

追
加
。

（
第
２
学
年
の
指
導
内
容
）

「
資
料
の
活
用
」
に
「
四
分
位
範
囲
」「
箱
ひ
げ
図
」
を
追
加
。
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連載企画

教材活用
講座

第2回

ワークブックと単元プリントで
基礎学力の確認と定着を

　この連載では，全国各地の中学校でお聞きした，補助教材を活用
しながら，生徒のみなさんの学力向上に向けて工夫されている取り
組みをご紹介していきます。
　第2回目となる今回は，ワークブック・単元プリント（白プリ
ント）といった，授業中の問題演習や予習・復習の課題，形成的な
評価のために使用されている教材について，全国の先生方にお話を
うかがいました。それぞれの教材に対する使用目的や，先生方独自
で工夫されている効果的な使用方法をご紹介いたします。

ワークブックで学びの土台作り
実践1

単元プリントで形成的評価

バラプリントで形成的評価で取り組む特別学習
～新潟市での「新研究」＋実力テストの使用事例～

実践2
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改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

平
成
32
年
度
か
ら
変
わ
る
外
国
語
教
育

・
平
成
32
年
度
か
ら
、
小
学
校
中
学
年
で
は
「
外
国
語
活
動
」

が
新
た
に
始
ま
り
、
授
業
時
数
が
週
１
コ
マ
に
（
年
間
35

単
位
時
間
）。
小
学
校
高
学
年
で
は
「
教
科
」
に
な
り
、
授

業
時
数
が
週
１
コ
マ
増
加
し
、
週
２
コ
マ
に
（
年
間
70
単

位
時
間
）。

※
平
成
30
、
31
年
度
の
移
行
措
置
期
間
で
は
、
中
学
年
は
最
低
15
単

位
時
間
、
外
国
語
活
動
を
実
施
。
高
学
年
は
最
低
150
単
位
時
間
、

外
国
語
活
動
・
外
国
語
科
の
内
容
を
扱
う
こ
と
と
な
る
。

・
平
成
33
年
度
か
ら
、
中
学
校
で
は
授
業
は
英
語
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
対
話
的
な
活
動
や
、
実
際
に
活
用

す
る
言
語
活
動
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
。

・
大
学
入
試
で
は
、
外
部
検
定
試
験
を
活
用
し
、「
読
む
」「
聞

く
」「
話
す
」「
書
く
」
の
４
技
能
が
評
価
さ
れ
る
。

中
学
校「
外
国
語
」改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

目
標
及
び
内
容
の
構
成 

・
教
科
の
目
標
が
、資
質・能
力
の
三
つ
の
柱
「
知
識
及
び
技
能
」

「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
、
人

間
性
等
」に
沿
っ
て
示
さ
れ
た
。
英
語
の
目
標
は「
話
す
こ
と
」

が「
や
り
取
り
」「
発
表
」の
２
領
域
に
分
け
ら
れ
、「
聞
く
こ
と
」

「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と﹇
や
り
取
り
﹈」「
話
す
こ
と﹇
発
表
﹈」

「
書
く
こ
と
」
の
５
領
域
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
外
国
語
を
使
っ

て
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を
明
確
化
す
る
形
に
変
更

さ
れ
た
。

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

１
．
体
育
分
野
…
「
体
育
理
論
」
の
第
１
学
年
に
「
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
」
を
追
加
、「
学
び
方
」
は
第

２
学
年
に
。

２
．
保
健
分
野
…
取
り
扱
う
学
年
が
大
き
く
変
更
に
な
る
。

「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
を
各
学
年
に
分
け
て

履
修
す
る
。
ま
た
、「
健
康
と
環
境
」
を
第
３
学
年
に

移
動
す
る
。

中
学
校
保
健
体
育
科
の
移
行
措
置

　
右
記
の
改
訂
に
伴
い
、
次
の
表
の
よ
う
に
指
導
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

・
内
容
は〔
知
識
及
び
技
能
〕、〔
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
〕

の
二
項
目
に
構
成
し
直
さ
れ
た
。

  

内
　
容 

〔
知
識
及
び
技
能
〕

●
語
、
連
語
及
び
慣
用
表
現

　
小
学
校
の
４
年
間
で
６
０
０
〜
７
０
０
語
程
度
の
語
を
扱

う
こ
と
と
さ
れ
、中
学
校
で
は
こ
れ
に
加
え
て
１
６
０
０
〜

１
８
０
０
語
程
度
を
新
た
に
取
り
扱
う
と
さ
れ
た
。

●
文
、
文
構
造
及
び
文
法
事
項

　
表
現
を
よ
り
適
切
で
よ
り
豊
か
に
す
る
な
ど
の
目
的
で
、

「
感
嘆
文
の
う
ち
基
本
的
な
も
の
」「
現
在
完
了
進
行
形
」

「
仮
定
法
の
う
ち
基
本
的
な
も
の
」
な
ど
数
項
目
が
追
加

さ
れ
た
。

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

●
言
語
活
動
及
び
言
語
の
働
き
に
関
す
る
事
項

　
日
常
的
な
話
題
・
社
会
的
な
話
題
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
生
徒
が
自
分
の
考
え
や
気
持
ち

を
表
す
表
現
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
、
新
た
に
左
記
の

内
容
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。

・「
話
す
こ
と
﹇
や
り
取
り
﹈」
…
相
手
か
ら
の
質
問
に
対
し
、

そ
の
場
で
適
切
に
応
答
し
た
り
、
関
連
す
る
質
問
を
し
た

り
し
て
、
互
い
に
会
話
を
継
続
す
る
活
動
。 

・「
書
く
こ
と
」
…
簡
単
な
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
の
形
で
自

分
の
近
況
な
ど
を
伝
え
る
活
動
。

 

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

・
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
授
業
を
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

面
と
す
る
た
め
、「
授
業
は
英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と

す
る
」
と
明
文
化
さ
れ
た
。

・
小
学
校
で
扱
っ
た
語
彙
や
表
現
な
ど
を
繰
り
返
し
指
導
し

定
着
を
図
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

年度 第1学年 第2学年

平
成
31
年
度

・体育理論に「楽しみ方」
を追加

・保健分野現行3年の「主
体と環境」「調和のと
れた生活」を追加

平
成
32
年
度

・体育理論に「楽しみ方」
を追加，「学び方」は
省略。
※「学び方」は33年度の
　2年次に履修。
・保健分野現行3年の「主
体と環境」「調和のと
れた生活」を追加

・保健分野は「健
康と環境」を省
略，「傷害の防止」
「生活習慣病」「喫
煙，飲酒，薬物
乱用」の内容で
指導。
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
中
学
国
語
科
で
は
、
育
成
を
目

指
す
べ
き
資
質
・
能
力
が
「
国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に

表
現
す
る
資
質
・
能
力
」
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
語
で
正

確
に
理
解
し
、
適
切
に
表
現
す
る
に
は
、「
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」の
各
領
域
に
お
け
る「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
と
と
も
に
、
言
葉
の
特
徴
や

使
い
方
、
情
報
の
扱
い
方
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る

「
知
識
及
び
技
能
」
も
必
要
で
す
。

　
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
は
、
本
誌
で
主
に
「
読
む
こ
と
」「
書

く
こ
と
」、
付
属
の
聞
き
取
り
問
題
（
Ｃ
Ｄ
）
で
「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」
に
お
け
る
〔
知
識
及
び
技
能
〕
や
〔
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

後
、
授
業
で
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
取
り
入

れ
る
に
あ
た
っ
て
、
基
礎
・
基
本
を
定
着
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
活
用
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

①
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に

　
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
使
用
場
面
は
、「
家
庭
学
習
中
心
」「
授

業
＋
家
庭
学
習
」
が
ほ
ぼ
半
々
で
す
。
た
だ
し
、「
家
庭
学

習
中
心
」
の
先
生
で
も
、「
資
料
」
や
「
文
法
問
題
」
は
授

業
で
扱
う
と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
家
庭

学
習
の
み
の
使
用
の
場
合
で
も
、
ワ
ー
ク
と
同
一
・
類
似
の

問
題
を
定
期
テ
ス
ト
で
出
題
す
る
な
ど
、
指
導
と
評
価
の
一

環
に
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。  

　
　
　
授
業
で
の
使
用
　

・
授
業
の
導
入
で
「
漢
字
・
語
句
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
さ
せ

て
い
る
。（
宮
城
）

・
生
徒
の
興
味
を
引
く
た
め
に
、
授
業
の
導
入
で
資
料

ペ
ー
ジ
を
使
う
。
特
に
戦
争
の
単
元
は
必
ず
見
せ
る
。

（
北
海
道
）

・
読
解
の
主
要
な
問
題
を
授
業
中
に
解
か
せ
、
内
容
の
理

解
度
を
確
か
め
て
い
る
。（
愛
知
）

・
基
本
的
に
は
家
庭
学
習
だ
が
、
ま
と
め
と
な
る
よ
う
な

記
述
問
題
は
授
業
で
扱
う
。
授
業
中
に
何
問
か
扱
っ
て

埋
め
て
お
く
こ
と
で
、
家
庭
学
習
時
の
抵
抗
感
が
減
ら

せ
る
。（
新
潟
）

・
記
述
問
題
は
書
け
な
い
生
徒
も
い
る
の
で
、
授
業
中
に

書
き
方
や
考
え
方
を
教
え
、
家
で
は
書
く
だ
け
の
状
態

に
し
て
い
る
。（
福
井
）

・
文
法
に
つ
い
て
は
授
業
の
中
で
取
り
上
げ
、
答
え
ま
で

確
認
す
る
。（
茨
城
）

　
　

　
　
　
家
庭
学
習
で
の
使
用

・
最
初
の
読
み
取
り
部
分
を
予
習
で
解
か
せ
て
、残
り
の

読
解
問
題
は
授
業
後
の
家
庭
学
習
に
し
て
い
る
。（
福
島
）

・
ワ
ー
ク
専
用
の
ノ
ー
ト
を
作
ら
せ
て
、
１
回
目
は
そ
の

ノ
ー
ト
に
さ
せ
て
い
る
。
最
低
２
回
は
く
り
返
し
て
解

く
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。（
新
潟
）

・
わ
か
ら
な
か
っ
た
問
題
は
色
ペ
ン
で
写
し
て
、後
で
復
習

す
る
よ
う
指
導
。そ
う
す
る
と
、点
検
時
に
生
徒
が
ど
こ

を
丸
写
し
し
た
か
把
握
で
き
る
。ま
た
、オ
レ
ン
ジ
の
ペ
ン

を
使
う
と
、赤
シ
ー
ト
で
隠
せ
て
よ
い
。（
広
島
）

　
　
　
定
期
テ
ス
ト
と
連
動
し
た
使
用

・
定
期
テ
ス
ト
に
は
、ワ
ー
ク
か
ら
漢
字
は
20
問
、
読
解
問

題
も
３
問
程
度
を
出
題
す
る
。
読
解
問
題
は
、授
業
で

や
っ
た
こ
と
に
合
う
問
題
を
選
ん
で
出
題
す
る
。（
三
重
）

・
テ
ス
ト
に
は
ワ
ー
ク
の
記
号
問
題
を
記
述
問
題
に
変
え

る
な
ど
し
て
類
題
を
出
題
し
て
い
る
。（
愛
知
）

②
時
間
の
削
減
・
効
率
化
の
た
め
に

・
ワ
ー
ク
を
テ
ス
ト
前
に
提
出
さ
せ
て
い
る
が
、巻
末
の
、 

   

検
印
欄
付
き
と
び
だ
す
し
お
り
が
と
て
も
便
利
。（
埼
玉
）

・
付
属
の
「
聞
き
取
り
問
題
」
は
定
期
テ
ス
ト
前
に
実
施

し
、
評
価
の
対
象
に
し
て
い
る
。
10
分
以
内
で
実
施
で

き
る
の
で
よ
い
。（
福
岡
）

・
別
冊
の
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
式
古
典
」
は
、
復
習
に

使
っ
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
を
自
作
す
る
手
間
が
省
け

る
。（
広
島
）

使
用
実
態
・
活
用
事
例

使用実態調査・活用事例紹介 
対象教材

▲新学社「新・基礎の学習」

●教師用
　DVD-ROM／CD
●聞き取り問題
●有料オプション
　教材…ドリル

 内 容

●本誌
●解説・解答集
●別冊「ステップ 
　アップ式古典」

Q. いつ使う？

Q. 授業で使うのは
 　どの部分？

▲一番多かったのは「資料ペー
ジ」。記述問題や文法など、生徒
が一人で解くにはやや難しいもの
は、授業で扱われることが多いよ
うです。

主に
家庭学習 

51％

資料　
37％

漢字・語句
17％

文法　
15％

記述問題
11％

読解
問題
20％

（１）

（２）（3）

授業+
家庭学習 

　49％

★
「
新
・
基
礎
の
学
習
」
で
は
、
教
師
用
D
V
D-

R
O
M
に
、

ワ
ー
ク
の
問
題
の
改
題
例
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

★
「
新
・
基
礎
の
学
習
」
は
巻
末
に
検
印
欄
付
き
の
し
お
り

が
つ
い
て
い
る
の
で
、
学
習
し
た
ペ
ー
ジ
に
し
お
り
を
は

さ
ん
で
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
「
新
・
基
礎
の
学
習
」
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
や
返
り
点
の

練
習
が
で
き
る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
式
古
典
」
を
別
冊
で

ご
提
供
。
別
冊
な
の
で
実
施
し
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
配
付

し
た
り
、
そ
れ
だ
け
を
回
収
し
た
り
、
と
使
用
場
面
が
広

が
り
ま
す
。
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新
し
い
中
学
校
社
会
科
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
基
礎

的
・
基
本
的
な
『
知
識
及
び
技
能
』
の
確
実
な
習
得
」、「『
社

会
的
な
見
方
・
考
え
方
』
を
働
か
せ
た
『
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
』
の
育
成
」
が
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
の
う
ち

の
二
つ
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　「
知
識
及
び
技
能
」
の
確
実
な
習
得
や
「
思
考
力
、判
断
力
、

表
現
力
等
」
の
育
成
は
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
い
う
教
材
の
主

な
使
用
目
的
と
も
重
な
り
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

も
見
す
え
な
が
ら
、
工
夫
し
て
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
活
用
さ
れ

て
い
る
先
生
方
の
思
い
や
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に

　
　
　
主
な
使
用
の
流
れ

　      

授
業
ご
と
・
単
元
ご
と
の
使
用

・
予
習
ま
た
は
授
業
中
に
、
教
科
書
を
見
て
ワ
ー
ク
を
解

か
せ
る
。
ワ
ー
ク
の
解
答
語
句
は
、
教
科
書
に
線
を
引

い
て
強
調
す
る
よ
う
指
示
。
そ
う
す
れ
ば
、
教
科
書
が

マ
イ
参
考
書
に
な
る
と
伝
え
て
い
る
。（
北
海
道
）

・
付
属
ノ
ー
ト
に
ワ
ー
ク
の
基
本
問
題
（「
年
表
で
確
認
」

な
ど
）
を
予
習
で
解
か
せ
、
他
の
問
題
は
授
業
後
の
復

習
と
し
て
宿
題
に
出
す
。「
資
料
か
ら
考
え
よ
う
」
の

一
部
を
授
業
の
最
後
に
解
か
せ
る
こ
と
も
。（
福
島
）

・
教
科
書
見
開
き
１
単
元
ご
と
に
、
授
業
の
最
後
か
宿
題

で
ワ
ー
ク
を
１
大
問
解
か
せ
る
。
次
の
授
業
の
最
初
に

答
え
合
わ
せ
を
す
る
。（
北
海
道
）

・
今
年
度
か
ら
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
授

業
実
践
を
始
め
た
。
ワ
ー
ク
は
そ
の
前
段
階
の
知
識
・

技
能
の
お
さ
え
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
1
単
元
ご
と

に
宿
題
に
し
、
都
度
回
収
し
て
い
る
。（
北
海
道
）

・
授
業
ご
と
に
ノ
ー
ト
に
や
ら
せ
て
、
定
期
テ
ス
ト
前
に

本
誌
に
や
ら
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
点
検
・
回
収
。（
福
島
）

・
ワ
ー
ク
は
単
元
ご
と
に
宿
題
で
出
し
て
、
回
収
・
点
検

は
定
期
テ
ス
ト
ご
と
に
し
て
い
る
。（
広
島
）

・
週
末
課
題
に
し
て
、
1
〜
2
週
間
に
一
度
、
回
収
・
点

検
を
行
っ
て
い
る
。（
宮
城
）

・
ワ
ー
ク
は
授
業
ご
と
の
宿
題
に
し
て
、
単
元
ご
と
に
バ

ラ
プ
リ
ン
ト
を
宿
題
に
し
て
い
る
。（
福
井
）

・
ワ
ー
ク
は
授
業
ご
と
に
宿
題
に
し
て
、
バ
ラ
プ
リ
ン
ト

は
テ
ス
ト
前
勉
強
と
し
て
解
か
せ
て
い
る
。（
福
岡
）

・
時
差
の
と
こ
ろ
は
、
ワ
ー
ク
の
問
題
を
使
っ
て
授
業
を

行
っ
て
い
る
。（
三
重
・
福
岡
）

・
基
本
問
題
は
授
業
後
の
宿
題
に
し
、「
資
料
か
ら
考
え

よ
う
」
は
授
業
中
に
説
明
し
な
が
ら
使
う
。（
宮
城
）

・
巻
末
の
用
語
チ
ェ
ッ
ク
は
、
単
元
ご
と
・
テ
ス
ト
前
と
、

生
徒
が
何
度
も
フ
ル
活
用
し
て
い
る
。（
三
重
）

　  

定
期
テ
ス
ト
前
の
使
用

・
ワ
ー
ク
は
定
期
テ
ス
ト
前
の
復
習
用
に
使
用
。（
埼
玉
）

・
定
期
テ
ス
ト
前
に
、
ワ
ー
ク
で
テ
ス
ト
範
囲
を
指
定
し

て
取
り
組
ま
せ
る
。（
三
重
・
福
岡
）

・
定
期
テ
ス
ト
に
「
資
料
か
ら
考
え
よ
う
」
の
文
章
記
述

問
題
を
出
題
し
て
い
る
。
授
業
の
前
に
ワ
ー
ク
を
確
認

し
て
お
き
、
授
業
で
「
資
料
か
ら
考
え
よ
う
」
で
出
題

さ
れ
て
い
る
内
容
に
触
れ
て
お
く
。（
北
海
道
）

②
時
間
の
削
減
・
効
率
化
の
た
め
に

・
定
期
テ
ス
ト
で
ワ
ー
ク
の
類
題
を
出
し
て
い
る
。
図
版

が
加
工
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
テ
ス
ト
問
題

の
作
成
が
格
段
に
や
り
や
す
く
な
っ
た
。
時
差
の
図
版

デ
ー
タ
は
授
業
中
に
拡
大
表
示
し
て
授
業
で
も
使
っ
て

い
る
。（
東
京
）

・
定
期
テ
ス
ト
で
は
ワ
ー
ク
の
同
一
問
題
は
出
さ
ず
、
類

似
問
題
に
し
て
い
る
た
め
、
図
版
加
工
機
能
は
助
か
る
。

（
東
京
）

★「
社
会
の
自
主
学
習
」
の
本
誌
掲
載
図
版
は
、
全
点
モ
ノ
ク
ロ

に
し
た
上
で
、
文
字
打
ち
換
え
等
の
加
工
可
能
な
形
式
に
し
、

D
V
D-

R
O
M
（
C
D-

R
O
M
）
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

使
用
実
態
・
活
用
事
例

使用実態調査・活用事例紹介 対象教材

▲新学社「社会の自主学習」

●有料オプション教材
　・付属ノート
　・ミニプリント※
　
　（※は育鵬社版除く）

 内 容

●本誌
●解説・解答集
●教師用
　DVD-ROM
　（CD-ROM）※

【1回目】
単元ごとの
学習

【1回目】
単元ごとの
学習

【2回目】
定期テスト
前学習

【2回目】
定期テスト
前学習

回収・点検

回収・点検

Q. 問題を解かせるのは
　 単元ごとかテスト前か？

Q. テストにワークの
　 問題（類題）を出すか？

▲主に宿題や週末課題で，授業の振
り返りと定期テスト前勉強の2つの
目的から活用されていることが多い。

授業ごと・
単元ごと 
47％定期テスト前 

　　　33％

両方 
20％

出す 
81％

出さない 
19％

（１）

（3）

（２）

付
属
ノ
ー
ト
で
く
り
返
し+

回
収
・
点
検
を
さ
れ
る
こ
と
も
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新
し
い
中
学
校
理
科
の
学
習
指
導
要
領
や
、
移
行
措
置
期

間
で
の
学
習
内
容
の
大
幅
再
編
に
対
し
、
１
冊
の
本
の
形
で

提
供
さ
れ
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、
学
年
内
容
を
通
し
て
の
把

握
に
最
適
な
教
材
で
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
指
導
要
領
の
中
学
校
理
科
の
基
本
的
な
柱

と
な
る
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
『
知
識
及
び
技
能
』
の
確
実

な
習
得
」「『
理
科
的
な
見
方
・
考
え
方
』
を
働
か
せ
た
『
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
』
の
育
成
」
は
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
と
い
う
教
材
の
主
な
使
用
目
的
と
も
重
な
り
ま
す
。
活

用
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
思
い
や
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に

　
　   主
な
使
用
の
流
れ

　
　
家
庭
学
習
で
の
使
用
が
主
で
す
が
、
授
業
の
最
後
や
す

　
き
ま
時
間
に
復
習
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
宿
題
は
中
単
元
ご
と
・
小
単
元
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
こ

　
と
が
多
く
、
そ
の
回
収
・
点
検
は
定
期
テ
ス
ト
前
後
に
ま

　
と
め
て
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

         

ワ
ー
ク
本
誌
以
外
と
の
併
用

　
　
付
属
ノ
ー
ト
の
使
用
率
が
他
教
科
と
比
べ
て
高
く
、
こ

　
ま
め
な
回
収
・
点
検
や
、
本
誌
に
直
接
書
き
込
む
こ
と
と

　
あ
わ
せ
て
の
く
り
か
え
し
学
習
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
単
元
プ
リ
ン
ト
と
の
併
用
率
も
他
教
科
と
比
べ
て
高

　
く
、
一
方
を
単
元
ご
と
の
課
題
、
他
方
を
定
期
テ
ス
ト
前

　
の
課
題
の
よ
う
に
、
組
み
合
わ
せ
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 

ワ
ー
ク
活
用
事
例
の
詳
細

・
授
業
の
最
後
５
〜
10
分
程
で
復
習
。
残
り
は
課
題
。
単

元
プ
リ
ン
ト
を
テ
ス
ト
前
の
課
題
と
し
て
実
施
。（
福
井
）

・
授
業
の
初
め
５
〜
10
分
で
確
認
。
初
め
に
ノ
ー
ト
に
さ

せ
、
後
で
本
誌
に
さ
せ
る
。（
愛
知
）

・
毎
日
の
宿
題
と
し
て
利
用
。
点
検
は
定
期
テ
ス
ト
ご
と
。

き
ち
ん
と
自
分
で
解
い
て
い
る
か
、
答
え
合
わ
せ
は
で

き
て
い
る
か
、
を
見
る
。（
広
島
）

・
家
庭
学
習
中
心
の
使
用
だ
が
、
授
業
中
に
や
や
難
し
い

問
題
や
重
要
な
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
あ
る
。回
収
・

点
検
は
付
属
ノ
ー
ト
を
活
用
し
、学
期
に
４
〜
５
回
実
施
。

   （
三
重
）

・
ワ
ー
ク
は
定
期
テ
ス
ト
前
の
復
習
用
。（
埼
玉
）

・
要
点
の
ま
と
め
問
題
は
、
理
科
が
苦
手
な
生
徒
に
「
こ

こ
だ
け
は
覚
え
て
」と
テ
ス
ト
前
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。

　（
京
都
）

・
宿
題
で
、
解
答
は
配
っ
て
い
る
が
、
出
来
が
悪
い
と
こ

ろ
は
解
説
し
て
い
る
。
特
に
１
分
野
。（
京
都
）

・
別
冊
「
作
図
計
算
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、学
校
で
保
管
し
、

使
う
た
び
に
配
付
す
る
。
使
用
場
面
は
自
学
自
習
の
時

間
。
別
冊
で
あ
る
た
め
使
い
勝
手
が
よ
い
。（
三
重
）

・
別
冊
「
作
図
計
算
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
夏
休
み
課
題

の
一
つ
と
し
て
も
丁
度
よ
か
っ
た
。（
広
島
）

★「
理
科
の
自
主
学
習
」
で
は
、
作
図
計
算
特
集
を
別
冊
で
提
供
。

別
冊
に
す
る
こ
と
で
、
作
図
の
描
き
や
す
さ
や
、
教
材
使
用

場
面
の
選
択
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

②
時
間
の
削
減
・
効
率
化
の
た
め
に

・
定
期
テ
ス
ト
に
は
ワ
ー
ク
の
図
を
使
う
程
度
で
、
同
じ

問
題
は
出
題
し
な
い
。（
福
島
）

・
ワ
ー
ク
か
ら
２
〜
３
割
、
同
じ
問
題
や
改
題
を
定
期
テ

ス
ト
に
出
題
。（
新
潟
）

・
テ
ス
ト
で
は
、
ワ
ー
ク
の
同
一
問
題
を
サ
ー
ビ
ス
問
題

と
し
て
出
題
。他
が
自
作
の
難
し
い
問
題
な
の
で
。（
広
島
）

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
授
業
を
し
て
い
る
の
で
、

C
D
の
図
の
デ
ー
タ
を
そ
の
素
材
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。（
岡
山
）

★「
理
科
の
自
主
学
習
」
の
本
誌
掲
載
図
版
は
、
全
点
モ
ノ
ク
ロ
・

文
字
打
ち
換
え
等
の
加
工
可
能
な
形
式
に
し
、
C
D-

R
O
M

に
収
録
し
て
い
ま
す
。

使
用
実
態
・
活
用
事
例

使用実態調査・活用事例紹介 対象教材

▲新学社「理科の自主学習」

●教師用CD-ROM
●有料オプション教材
　・付属ノートほか

 内 容

●本誌
●解説・解答集
●別冊「作図計算トレーニング」

Q. 問題を解かせるのは，
　 単元ごとかテスト前か？

Q. テストにワークの
　 問題（類題）を出題するか？

▲定期テスト前までに勉強したワークや単元プリン
トから，何らかの形で類題が出されることが多い。

授業ごと・
単元ごと 
59％

定期テスト前 
　　　41％

出題する
75％

出題しない・
単元プリントのみ
から出題　25％

（1）（2）（3）
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新
し
い
中
学
校
数
学
科
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
改
訂
の

た
め
の
基
本
的
な
柱
が
、「
基
礎
的
・
基
本
的
な
『
知
識
及

び
技
能
』
の
確
実
な
習
得
」「
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
て

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
数
学
的
な
『
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
等
』
の
育
成
」「
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
て

粘
り
強
く
考
え
、
生
活
や
学
習
に
生
か
し
た
り
、
問
題
解
決

の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・
改
善
し
よ
う
と
す
る
態
度
の

育
成
」
の
３
つ
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

　「
知
識
及
び
技
能
」
の
確
実
な
習
得
や
「
思
考
力
、判
断
力
、

表
現
力
等
」
の
育
成
は
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
い
う
教
材
の
主

な
使
用
目
的
と
も
重
な
り
ま
す
。
活
用
さ
れ
て
い
る
先
生
方

の
思
い
や
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

①
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に

　
　 

主
な
使
用
の
流
れ

       

使
用
事
例

・
授
業
中
に
教
科
書
の
練
習
問
題
を
や
ら
せ
て
、
早
く
で

き
た
生
徒
や
時
間
が
余
っ
た
と
き
に
ワ
ー
ク
を
さ
せ
る
。

（
北
海
道
）

・
生
徒
が
一
人
で
取
り
組
む
の
が
少
し
難
し
い
問
題
や
、

定
期
テ
ス
ト
に
よ
く
出
題
す
る
問
題
を
授
業
で
取
り
上

げ
、
解
説
す
る
。（
三
重
）

・
基
本
的
に
は
家
庭
学
習
用
だ
が
、
テ
ス
ト
前
に
は
授
業

内
で
30
分
程
度
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

普
段
は
ノ
ー
ト
に
学
習
し
、
テ
ス
ト
前
に
ワ
ー
ク
に
書

き
込
む
よ
う
指
導
し
て
い
る
。（
新
潟
）

・
授
業
で
使
う
ペ
ー
ジ
数
の
少
な
い
ワ
ー
ク
（
計
算
中
心
）

と
、
宿
題
に
す
る
標
準
的
な
分
量
の
ワ
ー
ク
の
２
冊
を

使
用
し
て
い
る
。（
群
馬
）

　
　
回
収
・
点
検

・
毎
回
の
授
業
後
に
宿
題
で
取
り
組
ま
せ
、
次
の
授
業
の

最
初
に
机
上
に
置
か
せ
て
、
点
検
印
を
押
す
。（
福
島
）

・
授
業
の
最
後
に
演
習
と
し
て
毎
時
間
ワ
ー
ク
を
使
用
。

で
き
な
か
っ
た
問
題
は
宿
題
に
し
、
次
の
時
間
の
授
業

中
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。（
広
島
）

・
答
え
合
わ
せ
し
た
も
の
を
毎
週
点
検
し
、
提
出
物
の
評

価
に
組
み
込
ん
で
い
る
。（
岡
山
）

・
定
期
テ
ス
ト
前
や
夏
休
み
明
け
に
回
収
し
て
点
検
す
る
。

間
違
っ
た
問
題
の
書
き
直
し
を
し
て
い
る
か
な
ど
を
評

価
す
る
。（
広
島
）

　
　
　
指
導
の
工
夫

・
丸
付
け
を
し
て
い
て
間
違
え
た
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、

計
算
問
題
に
つ
い
て
は
解
答
を
丸
写
し
す
る
の
で
は
な

く
、
消
し
て
解
き
直
し
を
す
る
よ
う
指
導
。（
福
井
）

・
別
の
ノ
ー
ト
に
や
っ
て
き
た
り
、
オ
レ
ン
ジ
ペ
ン
で
書

き
込
ん
で
赤
シ
ー
ト
で
隠
せ
る
よ
う
に
し
た
り
、
解
け

な
い
問
題
を
大
き
く
囲
ん
だ
り
と
、
生
徒
自
身
で
工
夫

し
て
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。（
埼
玉
）

・
解
答
解
説
を
最
初
か
ら
全
部
渡
し
て
お
り
、
分
か
ら
な

い
問
題
は
解
き
方
を
見
な
が
ら
取
り
組
ん
で
よ
い
と
し

て
い
る
が
、
解
説
を
見
な
が
ら
書
い
た
と
こ
ろ
は
赤
字

で
書
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。（
群
馬
）

②
時
間
の
削
減
・
効
率
化
の
た
め
に

　

・
定
期
テ
ス
ト
に
ワ
ー
ク
の
類
題
を
２
割
程
度
出
題
す
る
。

教
師
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
図
版
デ
ー
タ
を
定
期
テ
ス
ト
作
成
時

に
活
用
し
て
い
る
。（
三
重
）

・
図
形
な
ど
の
問
題
で
、
問
題
の
図
を
投
影
し
て
生
徒
に

見
せ
、説
明
し
な
が
ら
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。（
北
海
道
）

★
「
数
学
の
問
題
ノ
ー
ト
」
の
本
誌
掲
載
図
版
は
、
全
点
、

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

使
用
実
態
・
活
用
事
例

使用実態調査・活用事例紹介 対象教材

▲新学社「数学の問題ノート」

●有料オプション教材
　・ドリルほか
　　（啓林・東書のみ）
　

 内 容

●本誌
●解説・解答集
●教師用DVD-ROM

【導　入】
ウォームアップや前時
の復習として，基本問題
に3～5分取り組ませる。

【問題練習】
・教科書の練習問題では
足りないとき，問題を
指示して取り組ませる。
・発展問題に全員で取り
　組み，解説。

授
　
業

【宿　題】
・授業の進度に合わせて
取り組ませる。（授業
ごとに宿題にする）

・提出期日を設けて課題
にする。

【テスト前の復習】
・定期テスト範囲に合わせ
て取り組ませる。

・一度宿題で取り組ませた
問題に再度取り組ませる。

家
庭
学
習

（１）

（3）（4）

（2）
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
中
学
国
語
科
で
は
、
育
成
を
目

指
す
べ
き
資
質
・
能
力
が
「
国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に

表
現
す
る
資
質
・
能
力
」
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
語
で
正

確
に
理
解
し
、
適
切
に
表
現
す
る
に
は
、「
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」の
各
領
域
に
お
け
る「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
と
と
も
に
、
言
葉
の
特
徴
や

使
い
方
、
情
報
の
扱
い
方
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る

「
知
識
及
び
技
能
」
も
必
要
で
す
。

　
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
は
、
本
誌
で
主
に
「
読
む
こ
と
」「
書

く
こ
と
」、
付
属
の
聞
き
取
り
問
題
（
Ｃ
Ｄ
）
で
「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」
に
お
け
る
〔
知
識
及
び
技
能
〕
や
〔
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

後
、
授
業
で
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
取
り
入

れ
る
に
あ
た
っ
て
、
基
礎
・
基
本
を
定
着
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
活
用
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

①
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に

　
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
使
用
場
面
は
、「
家
庭
学
習
中
心
」「
授

業
＋
家
庭
学
習
」
が
ほ
ぼ
半
々
で
す
。
た
だ
し
、「
家
庭
学

習
中
心
」
の
先
生
で
も
、「
資
料
」
や
「
文
法
問
題
」
は
授

業
で
扱
う
と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
家
庭

学
習
の
み
の
使
用
の
場
合
で
も
、
ワ
ー
ク
と
同
一
・
類
似
の

問
題
を
定
期
テ
ス
ト
で
出
題
す
る
な
ど
、
指
導
と
評
価
の
一

環
に
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。  

　
　
　
授
業
で
の
使
用
　

・
授
業
の
導
入
で
「
漢
字
・
語
句
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
さ
せ

て
い
る
。（
宮
城
）

・
生
徒
の
興
味
を
引
く
た
め
に
、
授
業
の
導
入
で
資
料

ペ
ー
ジ
を
使
う
。
特
に
戦
争
の
単
元
は
必
ず
見
せ
る
。

（
北
海
道
）

・
読
解
の
主
要
な
問
題
を
授
業
中
に
解
か
せ
、
内
容
の
理

解
度
を
確
か
め
て
い
る
。（
愛
知
）

・
基
本
的
に
は
家
庭
学
習
だ
が
、
ま
と
め
と
な
る
よ
う
な

記
述
問
題
は
授
業
で
扱
う
。
授
業
中
に
何
問
か
扱
っ
て

埋
め
て
お
く
こ
と
で
、
家
庭
学
習
時
の
抵
抗
感
が
減
ら

せ
る
。（
新
潟
）

・
記
述
問
題
は
書
け
な
い
生
徒
も
い
る
の
で
、
授
業
中
に

書
き
方
や
考
え
方
を
教
え
、
家
で
は
書
く
だ
け
の
状
態

に
し
て
い
る
。（
福
井
）

・
文
法
に
つ
い
て
は
授
業
の
中
で
取
り
上
げ
、
答
え
ま
で

確
認
す
る
。（
茨
城
）

　
　

　
　
　
家
庭
学
習
で
の
使
用

・
最
初
の
読
み
取
り
部
分
を
予
習
で
解
か
せ
て
、残
り
の

読
解
問
題
は
授
業
後
の
家
庭
学
習
に
し
て
い
る
。（
福
島
）

・
ワ
ー
ク
専
用
の
ノ
ー
ト
を
作
ら
せ
て
、
１
回
目
は
そ
の

ノ
ー
ト
に
さ
せ
て
い
る
。
最
低
２
回
は
く
り
返
し
て
解

く
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。（
新
潟
）

・
わ
か
ら
な
か
っ
た
問
題
は
色
ペ
ン
で
写
し
て
、後
で
復
習

す
る
よ
う
指
導
。そ
う
す
る
と
、点
検
時
に
生
徒
が
ど
こ

を
丸
写
し
し
た
か
把
握
で
き
る
。ま
た
、オ
レ
ン
ジ
の
ペ
ン

を
使
う
と
、赤
シ
ー
ト
で
隠
せ
て
よ
い
。（
広
島
）

　
　
　
定
期
テ
ス
ト
と
連
動
し
た
使
用

・
定
期
テ
ス
ト
に
は
、ワ
ー
ク
か
ら
漢
字
は
20
問
、
読
解
問

題
も
３
問
程
度
を
出
題
す
る
。
読
解
問
題
は
、授
業
で

や
っ
た
こ
と
に
合
う
問
題
を
選
ん
で
出
題
す
る
。（
三
重
）

・
テ
ス
ト
に
は
ワ
ー
ク
の
記
号
問
題
を
記
述
問
題
に
変
え

る
な
ど
し
て
類
題
を
出
題
し
て
い
る
。（
愛
知
）

②
時
間
の
削
減
・
効
率
化
の
た
め
に

・
ワ
ー
ク
を
テ
ス
ト
前
に
提
出
さ
せ
て
い
る
が
、巻
末
の
、 

   

検
印
欄
付
き
と
び
だ
す
し
お
り
が
と
て
も
便
利
。（
埼
玉
）

・
付
属
の
「
聞
き
取
り
問
題
」
は
定
期
テ
ス
ト
前
に
実
施

し
、
評
価
の
対
象
に
し
て
い
る
。
10
分
以
内
で
実
施
で

き
る
の
で
よ
い
。（
福
岡
）

・
別
冊
の
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
式
古
典
」
は
、
復
習
に

使
っ
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
を
自
作
す
る
手
間
が
省
け

る
。（
広
島
）

使
用
実
態
・
活
用
事
例

使用実態調査・活用事例紹介 
対象教材

▲新学社「新・基礎の学習」

●教師用
　DVD-ROM／CD
●聞き取り問題
●有料オプション
　教材…ドリル

 内 容

●本誌
●解説・解答集
●別冊「ステップ 
　アップ式古典」

Q. いつ使う？

Q. 授業で使うのは
 　どの部分？

▲一番多かったのは「資料ペー
ジ」。記述問題や文法など、生徒
が一人で解くにはやや難しいもの
は、授業で扱われることが多いよ
うです。

主に
家庭学習 

51％

資料　
37％

漢字・語句
17％

文法　
15％

記述問題
11％

読解
問題
20％

（１）

（２）（3）

授業+
家庭学習 

　49％

★
「
新
・
基
礎
の
学
習
」
で
は
、
教
師
用
D
V
D-

R
O
M
に
、

ワ
ー
ク
の
問
題
の
改
題
例
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

★
「
新
・
基
礎
の
学
習
」
は
巻
末
に
検
印
欄
付
き
の
し
お
り

が
つ
い
て
い
る
の
で
、
学
習
し
た
ペ
ー
ジ
に
し
お
り
を
は

さ
ん
で
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
「
新
・
基
礎
の
学
習
」
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
や
返
り
点
の

練
習
が
で
き
る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
式
古
典
」
を
別
冊
で

ご
提
供
。
別
冊
な
の
で
実
施
し
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
配
付

し
た
り
、
そ
れ
だ
け
を
回
収
し
た
り
、
と
使
用
場
面
が
広

が
り
ま
す
。
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単
元
を
細
か
く
区
切
り
、
基
本
事
項
の
定
着
を
図

る
問
題
を
中
心
に
、
作
業
問
題
や
穴
埋
め
問
題
な

ど
、
テ
ス
ト
に
出
に
く
い
問
題
も
含
め
、
多
く
の

問
題
に
取
り
組
め
ま
す
。

１
単
元
の
内
容
を
１
枚
の
テ
ス
ト
形
式
に
凝
縮
し

て
い
ま
す
。
問
題
文
も
解
答
様
式
も
、
実
際
の
テ

ス
ト
に
よ
り
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
単
元
プ
リ
ン
ト（
白
プ
リ
ン
ト
）は
、「
１
単
元
１
枚
。
そ

の
都
度
配
付
で
き
る
」
と
い
う
扱
い
や
す
い
形
態
の
た
め
、

評
価
テ
ス
ト
や
単
元
終
了
時
の
確
認
、
定
期
テ
ス
ト
前
の
復

習
、
さ
ら
に
は
急
な
自
習
時
間
用
の
教
材
と
し
て
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
単
元
プ
リ
ン
ト
を
年
間
の
指
導
の
中
に
う
ま
く
組
み

込
み
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
役
立
て
て
い
る
先
生
方
も
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
指
導
計
画
作
成
時
の
ご
参
考
に
、
全
国
の
先
生
方
が
実
際

に
単
元
プ
リ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
、
使

用
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
と
の
違
い

単
元
プ
リ
ン
ト 
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ（
※
新
学
社
）

ワ
ー
ク
と
単
元
プ
リ
ン
ト
の

併
用
事
例

併
用
事
例
１   

使
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
使
い
分
け

・
ワ
ー
ク
は
授
業
ご
と
の
復
習
と
し
て
、
授
業
の
終
わ
り

や
家
庭
学
習
で
使
用
。

・
単
元
プ
リ
ン
ト
は
、
１
単
元
が
終
わ
っ
た
後
や
定
期
テ

ス
ト
前
の
課
題
と
し
て
使
用
。

併
用
事
例
2   

冊
子
形
式
・
プ
リ
ン
ト
形
式
の
特
性
で
使
い

　
　
　
　
　
　
分
け

・
ワ
ー
ク
は
学
校
に
は
持
っ
て
こ
さ
せ
ず
に
、
家
庭
学
習

で
使
用
。

・
単
元
プ
リ
ン
ト
は
都
度
配
付
し
や
す
い
の
で
、
授
業
中

に
使
用
。

併
用
事
例
3  

使
用
す
る
目
的
で
使
い
分
け

・
ワ
ー
ク
は
教
科
書
内
容
の
確
認
や
授
業
の
復
習
用
と
し

て
使
用
。

・
単
元
プ
リ
ン
ト
は
単
元
テ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
、
評
価

に
も
入
れ
る
。

タイプ１【単元の確認向け】 タイプ２【観点別評価向け】

書名 学習の達成 Ｗプリント

発刊教科
国語／社会／数学／理科／英語／音楽／保体

（教科書準拠版）
国語（新刊）／社会※／数学※／理科／英語

（※は標準版のみ）

判型 A4判 A4判

回数［枚数］

多い
（国語＝16～18回／地理＝10～12回／歴史＝8～
14回／公民＝16回／数学＝16回／理科＝20～
24回／英語＝16回／音楽＝8回／保体＝16回）

少ない
（国語＝12回／社会＝10～12回／数学＝10回／

理科＝12回／英語＝8～12回）

特長

・教科書に合わせて，基本問題（オモテ面）～応用発展
　（ウラ面）まで単元内容をバランスよく出題。
・カラーで取り組みやすい。
・（基本的には5点・10点の）均一配点で採点しやすい。
・手引きの解説が詳しく，補充問題も充実。

・指導と評価を一体化させる1単元 2枚のプリント構成（評
価プリント＋確認プリント）。

・全教科 1大問1観点。観点別評価がしやすい。関心・意欲・
態度の問題もあり。

・手引きは生徒の自己採点がしやすく，自己評価もできる。

ワーク単元
プリント
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
国
際
共
通
語
で

あ
る
英
語
力
の
向
上
に
向
け
て
、
英
語
教
育
は
大
き
な
改
革

が
進
ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
、
外
国
語
活
動
が
３
年
か

ら
実
施
さ
れ
、
５
、６
年
が
教
科
と
し
て
の
学
習
と
な
り
ま

す
。
ま
た
中
学
校
で
は
、
英
語
で
授
業
を
行
っ
た
り
、
学
習

語
彙
の
大
幅
増
、
高
校
内
容
の
一
部
前
倒
し
な
ど
が
実
施
さ

れ
ま
す
。「
聞
く
」「
読
む
」「
話
す﹇
や
り
取
り
﹈」「
話
す﹇
発

表
﹈」「
書
く
」
の
５
領
域
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
指
導
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
英
語
力
の
基
本
と
な
る
文
法
や

語
彙
、
表
現
を
確
実
に
習
得
す
る
た
め
に
、
教
科
書
だ
け
で

は
な
く
、
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
英
語
力
の
土
台
を
強
固
に
す

る
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

①
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に

　
家
庭
学
習
で
の
使
用
が
主
で
す
が
、
授
業
で
も
、
冒
頭
の

文
法
解
説
や
、
そ
の
後
に
あ
る
基
本
問
題
を
扱
う
と
い
う
先

生
も
多
い
で
す
。家
庭
学
習
の
み
の
使
用
の
場
合
で
も
、ワ
ー

ク
と
同
一
・
類
似
の
問
題
を
定
期
テ
ス
ト
で
出
題
す
る
な
ど
、

指
導
と
評
価
の
一
環
に
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
　  

授
業
で
の
使
用

・
新
出
文
法
導
入
時
に
、
基
本
文
の
解
説
を
確
認
。
教
科

書
よ
り
も
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。（
三
重
）

・
全
員
で
取
り
組
め
る
基
本
問
題
を
解
か
せ
る
。（
福
岡
）

・
家
庭
学
習
で
は
解
き
に
く
い
自
己
表
現
問
題
に
取
り
組

ま
せ
て
、
机
間
巡
視
で
添
削
し
て
い
る
。（
北
海
道
）

・
授
業
の
最
後
の
５
分
間
で
取
り
組
む
。
英
文
を
声
に
出
し

て
読
ま
せ
な
が
ら
問
題
を
解
か
せ
て
い
る
。（
広
島
）

・
家
庭
学
習
と
し
て
ワ
ー
ク
の
問
題
を
解
か
せ
、
授
業
の

最
後
で
答
え
合
わ
せ
の
時
間
を
取
っ
て
い
る
。（
広
島
）

・
授
業
の
最
後
に
10
分
程
度
の
時
間
で
基
本
問
題
を
解
か

せ
、
マ
ル
つ
け
ま
で
さ
せ
る
。
ペ
ー
ジ
数
も
多
い
の
で
、

授
業
で
も
ワ
ー
ク
の
時
間
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
三
重
）　

     

家
庭
学
習
で
の
使
用

・
単
元
ご
と
に
宿
題
で
使
用
。
テ
ス
ト
前
に
回
収
・
点

検
し
て
い
る
。
（
愛
知
）

・
テ
ス
ト
前
の
宿
題
と
し
て
使
用
。
強
制
は
し
て
い
な
い

が
、
３
回
や
る
よ
う
に
指
導
。（
１
〜
２
回
目
は
ノ
ー

ト
に
、
３
回
目
は
ワ
ー
ク
本
誌
に
書
き
込
む
）（
新
潟
）

　  

定
期
テ
ス
ト
と
連
動
し
た
使
用

・
授
業
で
は
使
わ
ず
、
テ
ス
ト
前
に
集
中
し
て
さ
せ
る
。

定
期
テ
ス
ト
問
題
も
ワ
ー
ク
か
ら
一
部
出
す
。
語
順
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
問
題
は
よ
く
使
う
。（
埼
玉
）

・
定
期
テ
ス
ト
に
も
ワ
ー
ク
か
ら
の
問
題
を
必
ず
出
す
。

改
題
す
る
こ
と
も
そ
の
ま
ま
出
す
こ
と
も
あ
る
。
長
文

は
選
択
問
題
を
記
述
問
題
に
す
る
な
ど
、
多
少
ワ
ー
ク

よ
り
難
し
く
し
て
出
し
て
い
る
。（
千
葉
）

・
Ｂ
問
題
は
宿
題
だ
が
、
テ
ス
ト
で
は
ワ
ー
ク
の
「
自
己

表
現
」
と
同
じ
問
題
を
出
す
。（
愛
知
）

★
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
ワ
ー
ク
」
で
は
、
自
己
表
現
問
題
を
毎
回
出
題
。

生
徒
に
と
っ
て
身
近
で
自
然
な
場
面
設
定
に
こ
だ
わ
っ
て
い

ま
す
。

②
時
間
の
削
減
・
効
率
化
の
た
め
に

・
C
D-

R
O
M
収
録
の
単
語
プ
リ
ン
ト
作
成
ツ
ー
ル
は
重

宝
し
て
い
る
。
授
業
中
・
宿
題
の
両
方
で
使
う
。（
宮
城
）

・
ま
と
め
テ
ス
ト
に
あ
る
長
文
問
題
は
よ
く
定
期
テ
ス
ト

の
素
材
と
し
て
使
う
。
教
科
書
と
異
な
る
が
同
テ
ー
マ

の
文
章
で
、
初
見
の
文
章
よ
り
は
見
覚
え
が
あ
る
の
で
、

定
期
テ
ス
ト
に
出
題
す
る
に
は
最
適
。（
北
海
道
）

★
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
ワ
ー
ク
」
に
は
単
元
末
に
ま
と
め
テ
ス
ト
、

随
所
に
長
文
問
題
特
集
、
ま
た
教
師
用
C
D-

R
O
M
に
ワ
ー

ク
本
誌
と
は
異
な
る
長
文
問
題
デ
ー
タ
集
が
あ
り
、
使
え
る

長
文
問
題
が
豊
富
で
す
。

・
ス
ピ
ー
チ
テ
ス
ト
実
施
の
際
の
待
ち
時
間
に
使
用
さ
せ

る
。
課
題
を
用
意
す
る
手
間
が
省
け
る
。（
京
都
）

・
読
み
物
特
集
が
よ
い
。
授
業
で
開
か
せ
て
資
料
と
し
て

使
う
こ
と
も
あ
る
。（
千
葉
）

使
用
実
態
・
活
用
事
例

使用実態調査・活用事例紹介 対象教材

▲新学社「ジョイフルワーク」

●有料オプション教材
　・リスニングテスト
　・付属ノート
　　（東・開・三・学のみ）   ほか

 内 容

●本誌
●解説・解答集
●別冊「語順トレーニング」
●教師用CD-ROM

Q. いつ使う？

Q. 授業で使うのはどの部分？

▲授業でワークを使う場合は，ほとんどの先生
　が，冒頭の解説や基本問題など文法の導入時
　に使用。

授業＋家庭学習
47％

家庭学習のみ
53％

冒頭の
解説部分のみ
25％    

文法の
基本問題のみ
45％

冒頭の解説部分と，
文法の基本問題

30％

（1）

（2）（3）
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新
学
社
で
は
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
目
指
し
、
観
点

別
評
価
の
で
き
る
単
元
プ
リ
ン
ト
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か

ら
「
Ｗ
プ
リ
ン
ト
」
と
い
う
教
材
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。
Ａ

４
判
の
「
評
価
プ
リ
ン
ト
」
と
Ｂ
５
判
の
「
確
認
プ
リ
ン
ト
」

を
組
み
合
わ
せ
た
教
材
で
す
。「
評
価
プ
リ
ン
ト
」
を
単
元

テ
ス
ト
と
し
て
実
施
す
る
前
後
に
、「
確
認
プ
リ
ン
ト
」
を

予
習
ま
た
は
復
習
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
教
材

で
す
が
、
実
際
は
、
先
生
方
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
で
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
岡
山
市
で
お
聞
き
し
た
使
用
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

教
材
の
内
容

使
用
事
例
１

「
確
認
プ
リ
ン
ト
」
を
予
習
に
、「
評
価
プ
リ
ン
ト
」
を
単
元

テ
ス
ト
と
し
て
実
施
。

①
あ
ら
か
じ
め
、
年
間
の
学
習
予
定
を
生
徒
に
配
付
。

使
用
事
例
２

単
元
末
に
「
評
価
プ
リ
ン
ト
」
を
実
施
。
定
期
テ
ス
ト
前
に

復
習
と
し
て
「
確
認
プ
リ
ン
ト
」
を
宿
題
に
。

使
用
事
例
３

単
元
末
に
「
評
価
プ
リ
ン
ト
」
を
宿
題
に
、「
確
認
プ
リ
ン
ト
」

を
単
元
テ
ス
ト
と
し
て
実
施
。

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
そ
っ
て
、
単
元

テ
ス
ト
に
向
け
、
ワ
ー
ク
や
「
確

認
プ
リ
ン
ト
」
で
各
自
勉
強
し
て

お
く
よ
う
に
指
導
す
る
。

③「
評
価
プ
リ
ン
ト
」
に
よ
る
単
元

テ
ス
ト
を
、
授
業
中
に
30
〜
40
分

で
実
施
。

④
先
生
が
採
点
し
、
観
点
ご
と
の
得

点
を
集
計
表
に
入
力
し
て
か
ら
返

却
す
る
。

⑤
単
元
テ
ス
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

ワ
ー
ク
や
フ
ァ
イ
ル
点
検
も
行
う
。

①
単
元
の
学
習
が
終
わ
っ
た
ら
「
評

価
プ
リ
ン
ト
」
を
授
業
中
に
実
施

す
る
。

②
先
生
が
採
点
し
、
観
点
ご
と
の
得

点
を
集
計
表
に
入
力
し
て
か
ら
返

却
す
る
。

③
定
期
テ
ス
ト
前
に
テ
ス
ト
範
囲

の「
確
認
プ
リ
ン
ト
」を
配
付
し
、

テ
ス
ト
勉
強
に
活
用
。

①
単
元
の
学
習
が
終
わ
っ
た
ら
「
評

価
プ
リ
ン
ト
」
を
宿
題
と
し
て
配

付
。

②
次
の
授
業
で
「
確
認
プ
リ
ン
ト
」

を
８
〜
10
分
程
度
で
実
施
。

③
先
生
が
採
点
し
、
観
点
ご
と
の
得

点
を
集
計
表
に
入
力
し
て
か
ら
返

却
す
る
。

Ａ
４
判
両
面
８
〜
12
回
。
1
大
問
1
観

点
で
「
知
識
・
理
解
」
か
ら
「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
ま
で
全
観
点
を
網
羅
。

標
準
実
施
時
間
30
分
。

Ｂ
５
判
両
面
。「
評
価
プ
リ
ン
ト
」
と

同
じ
範
囲
で
同
じ
回
数
、
同
一
ま
た
は

類
似
問
題
で
構
成
。
1
大
問
1
観
点
で

「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
以
外
の
問
題

を
出
題
。
標
準
実
施
時
間
10
分
。

教
師
用
資
料
や
、
観
点
別
集
計
ソ
フ
ト
、

補
充
プ
リ
ン
ト
、
図
版
デ
ー
タ
等
を
収

録
。（
社
会
の
み
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

評価      　 テスト     　 宿題

 復習　　    評価    　    テスト評価  　    テスト  　   　 宿題

単元名，教科書の範囲，ワークの範囲，単元テスト
（「評価プリント」）の実施日の欄がある。

教師用CD 「確認プリント」

＋ ＋

「評価プリント」
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単
元
プ
リ
ン
ト
の
中
で
も
、
各
社
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
て
、

多
く
の
学
校
で
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
カ
ラ
ー
版
」「
年

間
12
〜
20
枚
程
度
」「
オ
モ
テ
が
基
本
問
題
、
ウ
ラ
が
発
展

問
題
」と
い
う
タ
イ
プ
で
す
。（
新
学
社
で
は「
学
習
の
達
成
」

を
発
刊
。）

　
単
元
プ
リ
ン
ト
の
主
流
で
あ
る
こ
の
教
材
つ
い
て
、
全
国

の
先
生
方
に
お
聞
き
し
た
、
選
り
す
ぐ
り
の
活
用
術
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

活
用
術
１
　
実
施
時
間

　
1
枚
（
１
回
）の
実
施
時
間
は
20
分
〜
30
分
程
度
で
す
。

１
単
位
時
間
の
授
業
で
、
問
題
を
さ
せ
る
だ
け
な
ら
２
枚
、

答
え
合
わ
せ
を
し
て
、
間
違
え
や
す
い
問
題
の
解
説
ま
で
す

る
な
ら
１
枚
配
付
し
て
学
習
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

す
。
１
枚
だ
け
使
う
場
合
は
、
前
後
に
別
の
学
習
を
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
半
分
は
授
業
中
に
使
う
。
実
施
時
間
は
15
分
。
解
け
な

か
っ
た
問
題
は
宿
題
に
す
る
。（
福
井
県

　社
会
・
H
先
生
）

●
定
期
テ
ス
ト
前
の
ふ
り
返
り
の
時
間
に
使
う
。
テ
ス
ト

範
囲
を
単
元
プ
リ
ン
ト
３
〜
４
枚
分
に
合
わ
せ
る
。
ふ

り
返
り
の
時
間
の
１
時
間
ご
と
に
１
枚
配
付
す
る
。
プ

リ
ン
ト
以
外
の
学
習
も
さ
せ
る
。（
青
森
県

　理
科
・
K
先
生
）

活
用
術
2
　
答
え
合
わ
せ

●
宿
題
に
す
る
場
合
は
、次
の
授
業
で
解
説
・
解
答
を
配
っ

て
答
え
合
わ
せ
す
る
。
問
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
補

足
説
明
を
す
る
。（
福
井
県
　社
会
・
H
先
生
）

●
答
え
合
わ
せ
は
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
内
で
行
い
、
得
意
な

生
徒
が
苦
手
な
生
徒
に
教
え
て
い
る
。

　（三
重
県
　理
科
・
O
先
生
）

●
答
え
合
わ
せ
は
、
授
業
中
に
と
な
り
同
士
で
さ
せ
る
。

（
群
馬
県

　理
科
・
T
先
生
）

活
用
術
5
　
回
収
・
点
検
・
評
価

●
全
部
解
答
を
埋
め
る
ま
で
は
受
け
取
ら
な
い
。
オ
モ
テ

面
は
、
関
心
を
は
か
る
も
の
と
し
て
、
ウ
ラ
面
は
「
書

く
」
観
点
の
評
価
に
活
用
し
て
い
る
。

　（鹿
児
島
県

　国
語
・
T
先
生
）

●
回
収
・
点
検
す
る
。
丸
つ
け
し
て
い
る
か
、
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
し
て
い
る
か
、
間
違
っ
た
問
題
を
訂
正
し
て
い

る
か
、
解
説
・
解
答
の
補
充
問
題
ま
で
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
評
価
に
加
味
し
て
い
る
。

　（富
山
県

　理
科
・
Y
先
生
）

●
回
収
・
点
検
し
て
評
価
に
組
み
入
れ
る
。
エ
ク
セ
ル
表

で
、
観
点
別
に
点
数
を
記
録
す
る
。

　（福
井
県

　国
語
・
T
先
生
）

活
用
術
6
　
指
導
の
工
夫

●
授
業
で
使
用
す
る
と
き
は
オ
モ
テ
面
だ
け
を
生
徒
同
士

で
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
ま
せ
、
交
換
し
て
丸
つ
け
を

さ
せ
る
。（
富
山
県

　国
語
・
N
先
生
）

●
授
業
で
実
施
す
る
場
合
は
1
問
ず
つ
全
員
で
順
番
に

や
っ
て
い
く
。一
人
ひ
と
り
解
か
せ
る
場
合
と
、グ
ル
ー

プ
で
解
か
せ
る
場
合
が
あ
る
。（
福
井
県

　数
学
・
I
先
生
）

活
用
術
4
　
様
々
な
活
用
場
面

　「
単
元
終
了
時
」「
定
期
テ
ス
ト
前
の
復
習
時
間
」「
急
な

自
習
時
間
」
以
外
に
も
様
々
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
用
術
3
　
定
期
テ
ス
ト
へ
の
出
題

●
勉
強
し
た
生
徒
が
あ
る
程
度
解
け
る
よ
う
に
、
ま
た
一

度
勉
強
し
た
こ
と
が
定
着
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
、

ワ
ー
ク
と
単
元
プ
リ
ン
ト
の
内
容
を
少
し
ず
つ
定
期
テ

ス
ト
で
出
題
し
ま
す
。
全
体
の
問
題
数
の
１
〜
２
割
程

度
。（
石
川
県

　社
会
・
M
先
生
）

●
問
題
形
式
を
変
え
た
り
、
ヒ
ン
ト
の
語
句
を
取
る
な
ど

し
て
、
難
易
度
を
上
げ
て
出
題
す
る
。
定
期
テ
ス
ト
は

２
回
目
な
の
で
、
少
し
難
し
く
し
た
い
。

　（福
井
県

　社
会
・
H
先
生
）
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